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2広報きほく2022年12月号

　「ヒゲナガエビ」という名前のこのエビは、深海に生息する体長10

㎝程度のエビで、町内でも底引き網漁で水揚げされます。名前のとお

りひげが長く、体長の３倍ほどにもなります。

　この地域では「ガスエビ」と呼ばれますが、その理由は背ワタを取

るときにガスのような匂いがするためだといわれています。

　鮮度の落ちが早いため、ほかの地域への流通は少なく、ほとんどが

地元で消費されます。新鮮なものが手に入りやすいのは地元ならでは

の特権です。見つけたらぜひ食べてみてください。身が柔らかく甘み

があるため、新鮮なものを刺し身で食べるのがおすすめです。ほかに

は天ぷら、塩焼き、から揚げなどで食べられます。
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C O N T E N T S

水産コラム F i s h e r i e s  c o l u m n

今月の表紙 F r o n t  c o v e r  

ガスエビ（ヒゲナガエビ）
330vol.vol.

広報きほく12 月号 ～ Content s ～

紀伊長島幼稚園の園児が古里地区のかきうち園芸で

ミカン狩りを楽しみました。

園児は黄色く色付いたミカンを選んで摘み取り、お

いしそうに食べていました。

ミカン狩り
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こんにちは。地域おこし協力隊の豊川です。
「紀北町にはどんな仕事があるの？」「地元の人たちはどんな働き方をしているの？」とい
う若い世代の人たちの問いに答えようと、令和 2 年度から紀北町でいきいきと働く人たち
にインタビューし製作してきた「しごとカード」が完成しました。

しごとカードが完成しました！

取材、写真／本庁企画課問い合わせ／本庁企画課　℡（46）3113

～ふりかえると～

　私が協力隊として着任したのは令和 2年5月。その頃はコロ
ナ禍の始まりで、社会は「つながること」を休止せざるを得な
い状態。そんな中、私が最初に取り組んだのが「しごとカー
ド製作」でした。活動 1年目は全て手探りで「これでいいのか
な…」と思いがちでしたが、しごとカードインタビューでは、
毎回、迷いを払拭してくれるようなメッセージをいただきま
した。約 2 年半で合計 22名の方にインタビューさせていただ
き、インタビューを通じて私自身も町の人とつ
ながれる喜びを味わうことができました。

～つながりのカード～

　インタビューに協力してくれた方から『古い友人から「記
事を読んだよ」と連絡が来たよ』と報告をいただいたり、し
ごとカードをお配りした新成人の方から「町にこんなに仕事
があるんだと驚きました」と感想をいただいて、とてもうれ
しかったです。「若い世代の人たちを応援したい」という思い
で作った 22 枚のしごとカードが、若い世代の人たちにとって
“ 町にある仕事 ”を知ってもらう機会になるとともに、“町で働
く人たち”とのつながりのきっかけになってくれたらうれしい

です。しごとカードに
込められた「人生の先
輩からの温かいメッ
セージ」や「故郷との
つながり」が、若い世
代の人たちに届くように願っています。

インタビューにご協力いただいた皆さん、これまでインタビュー記事を読んでくださった

皆さん、ありがとうございました。まだ読まれていない方は右のQRコードからどうぞ！

インタビューは
こちら！

地域おこし協力隊　豊川

ふっしょく



新型コロナウイルス関連情報
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新型コロナウイルス
にご注意ください。!

受診・相談センター

発熱などの症状がある場合は、まずは身近な医療機関に電話で相談しましょう。

県内の感染情報などは三重県『新型コロナウイルス感染症
特設サイト』（https://www.pref.mie.lg.jp/covid19.shtm）をご覧ください。

外出や移動は
『密』を回避

マスクを着けて
（口・鼻を覆う）
正面を避けて

こまめな
換気を

咳やくしゃみ
はしっかり
エチケット！

体調が悪い
ときは無理を
せず慎重に

新型コロナワクチン『 追加接種 』について

▷対象
〇初回接種（1・2回目接種）または前回の接種日から3
カ月経過した12 歳以上の方
〇初回接種（1・2 回目接種）の完了から5カ月経過した
5歳から11歳までの方

▷接種回数　1 回　▷接種費用　無料
▷接種方法　個別接種
▷使用するワクチン
オミクロン株対応ワクチン（5歳から11歳まで
は小児用ファイザー社の従来型ワクチン）

【問い合わせ】紀北町新型コロナワクチン相談窓口　℡（49）0800
　　　　　　（午前 8 時 30 分～午後 5時 ※土・日曜日、祝日を除く）　

　対象となる方には、順次接種券を送付しています。接種希望の方は、案内をご確認の上、お申し込みください。
　また、対象となる方で接種券が届かない方はお知らせください。

新型コロナワクチン
『 初回接種 』について

▷対象
新型コロナワクチン接種を受けていない12 歳以上の方
および 5 歳から11歳までの小児用ワクチン・生後 6 カ
月から 4 歳までの乳幼児ワクチン対象の方
▷接種回数　2 回（乳幼児は 3 回）
▷接種費用　無料
▷接種方法　個別接種
▷使用するワクチン　従来型ワクチン

　初回接種が未接種の方はお問い合わせください。

尾鷲保健所　℡ （23）3456【 24時間対応】　

新型コロナワクチン初回接種が
まだお済みでない方へ

○ 国からのワクチン供給が
　 年内で終了する予定です。

○ オミクロン株対応ワクチンは
　 初回接種完了者しか接種できません。

　年内に初回接種（1・2 回目接種）を完了
することをご検討ください。
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任
期
満
了
（
11
月
30
日
）
に
伴
う

紀
北
町
議
会
議
員
選
挙
が
11
月
１
日

に
告
示
さ
れ
、
17
人
が
立
候
補
の
届

け
出
を
し
、
11
月
６
日
午
前
７
時
か

ら
午
後
６
時
ま
で
町
内
30
投
票
所
で

投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
票
は
同
日
午
後
８
時
か
ら
東
長

島
ス
ポ
ー
ツ
公
園
体
育
館
で
行
わ
れ
、

午
後
10
時
20
分
に
得
票
数
が
確
定
し
、

14
人
の
新
議
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
】

紀
北
町
選
挙
管
理
委
員
会

（
本
庁
総
務
課
内
）

℡（
46
）
３
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町からのおしらせ　～ Information ～

紀
北
町 『
議
会
議
員
選
挙
結
果
』
の
お
し
ら
せ

当日有権者数　12,788 人

（男 5,952 人、女 6,836 人）

投票者数　8,782 人

（男 4,016 人、女 4,766 人）

投票率　68.67％

入江　康仁（73）
無所属

東長島 2706 番地 11

東　篤布（68）
無所属

相賀 480 番地 100

奥村　仁（52）
自由民主党

矢口浦 936 番地 1

家崎　仁行（70）
無所属

相賀 480 番地 183

大西　瑞香（62）
公明党

東長島 1070 番地 1

宮地　忍（71）
無所属

三浦 474 番地 1

瀧本　攻（79）
無所属

船津 1162 番地 1

平野　　久（68）
無所属

東長島 56番地

樋口　泰生（66）
無所属

東長島 3430 番地 1

𠩤　　伸（74）
無所属

馬瀬 676 番地 1

𦚰　昭博（66）
無所属

相賀 1140 番地 44

岡村　哲雄（73）
無所属

相賀 265 番地 4

太田　哲生（73）
無所属

相賀 296 番地

近澤　チヅル（73）
日本共産党

相賀 437 番地 3

●
新
議
員
14
人
の
ご
紹
介

【
凡
例
】　

氏
名
（
年
齢
）、
党
派
、
住
所
（
敬
称
略
・
掲
載
は
届
出
順
）

選挙結果



樋
口
泰
生 

議
員

県
道
長
島
港
線
の
拡
幅
工

事
計
画
の
進し

ん
ち
ょ
く捗
状
況
に
つ

い
て問

　

工
事
内
容
の
説
明
を
お
願

い
し
ま
す
。
ま
た
、
町
長
は

こ
の
道
路
が
ど
の
よ
う
な
道
路
に
な

れ
ば
い
い
と
お
考
え
で
す
か
。

答　
町
長　
県
に
よ
る
事
業
説

明
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度

か
ら
計
画
検
討
を
行
っ
て
い
る
と

伺
っ
て
お
り
、
よ
り
よ
い
道
路
整
備

が
で
き
る
よ
う
県
や
地
元
の
方
々
と

一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
ま
た
、
私
の
考
え
と
し
て
は
、

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
早
め
に
着
手
し

将
来
的
に
２
車
線
に
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

林
道
「
野
又
越
線
」
の
今

後
の
計
画
と
紀
北
町
の
協

力
体
制
に
つ
い
て

問
　

野
又
越
線
の
今
後
の
計
画

と
紀
北
町
の
協
力
体
制
に
つ

い
て
と
、
早
期
実
現
の
た
め
の
森
林

環
境
譲
与
税
の
活
用
に
つ
い
て
答
弁

願
い
ま
す
。
ま
た
、
森
林
は
、
環
境

資
源
で
も
あ
り
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
向

け
た
補
助
、
令
和
４
年
度
二
酸
化
炭

素
排
出
抑
制
対
策
事
業
費
等
補
助
金

の
内
容
お
よ
び
現
状
を
説
明
し
て
く

だ
さ
い
。

答　
町
長　
野
又
越
線
は
紀
北

町
と
大
台
町
両
町
の
基
幹
的

な
林
道
で
、
県
営
林
道
事
業
と
し
て

県
が
施
工
し
、工
事
完
了
後
に
随
時
、

町
に
移
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
全
区
間

開
通
に
向
け
、
施
工
主
体
の
県
と
と

も
に
引
き
続
き
努
力
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
森
林
環
境
譲
与

税
に
つ
い
て
は
、
開
設
工
事
が
国
、

県
の
予
算
で
実
施
さ
れ
て
お
り
、
町

と
し
て
は
修
繕
な
ど
で
利
用
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

環
境
管
理
課
長　
補
助
事
業
は
、

地
球
の
脱
炭
素
実
現
に
向
け
た
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
た
め
の
計

画
づ
く
り
を
支
援
す
る
事
業
で
、
具

体
的
に
は
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量

と
吸
収
量
を
算
出
し
、
二
酸
化
炭
素

排
出
ゼ
ロ
に
向
け
た
計
画
の
た
め
の

資
料
作
成
で
す
。
現
在
、
応
募
は
し

て
い
ま
す
が
、
ま
だ
採
択
さ
れ
て
お

ら
ず
、
実
質
的
に
は
基
礎
調
査
に
取

り
か
か
っ
て
い
な
い
と
い
う
状
況
で

す
。

東
紀
州
広
域
ご
み
処
理

施
設
整
備
基
本
計
画

（
素
案
）
に
つ
い
て

問
　

紀
北
町
の
将
来
の
環
境
課

題
の
根
幹
を
な
す
事
業
と
推

察
さ
れ
、
隣
接
の
自
治
体
に
建
設
予

定
と
い
っ
て
人
ご
と
に
で
き
な
い
事

業
で
あ
る
と
考
え
ま
す
の
で
、
町

長
の
所
見
を
お
伺
い
し
ま
す
。
ま

た
、
東
紀
州
広
域
ご
み
処
理
施
設

整
備
基
本
計
画（
素
案
）に
お
い
て
、

施
設
選
定
の
た
め
の
総
合
評
価
の

点
数
配
分
の
考
え
方
や
補
助
率
の

高
い
高
効
率
エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収
施

設
建
設
の
考
え
に
つ
い
て
お
聞
き

し
ま
す
。

答　
町
長　
７
月
26
日
に
開
催

さ
れ
た
東
紀
州
広
域
ご
み
処

理
施
設
整
備
基
本
計
画
策
定
委
員
会

に
お
い
て
、
東
紀
州
広
域
ご
み
処
理

施
設
整
備
基
本
計
画
（
素
案
）
が
承

認
さ
れ
、
８
月
24
日
に
５
市
町
住
民

を
対
象
に
尾
鷲
市
で
住
民
説
明
会
が

行
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
総

合
評
価
な
ど
、
本
素
案
に
つ
い
て

は
、
策
定
委
員
会
で
検
討
し
、
承

認
し
た
状
況
で
、
今
後
変
更
も
あ

る
か
と
思
い
ま
す
。
補
助
率
の
高

い
施
設
に
つ
い
て
は
、
整
備
費
用

や
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
な
ど
へ
の

6

 　 ９ 月 定 例 会 は 、 ９ 月 ６ 日 か ら ２ ２ 日 ま で の １ ７
日 間 の 会 期 で 開 催 さ れ ま し た 。
　 今 回 の 定 例 会 で は 、 条 例 制 定 や 令 和 ４ 年 度 補 正
予 算 な ど の 町 長 提 出 議 案 ９ 件 、 認 定 ５ 件 、 報 告 ２
件 を 審 議 し ま し た 。
　 ９ 月 ６ 日 の 開 会 日 に は 、 人 事 案 件 １ 件 に つ い て
「 適 任 」 と 答 申 し 、 そ の 他 の 議 案 に つ い て 提 案 説
明 お よ び 内 容 説 明 と 各 議 案 に 対 す る 質 疑 が 行 わ
れ 、 各 常 任 委 員 会 に 付 託 し ま し た 。
　 ま た 、 決 算 特 別 委 員 会 を 設 置 し 、 認 定 案 件 を 付
託 す る こ と と 決 定 し ま し た 。
　 １ ６ 日 、 ２ ０ 日 は 、 ９ 名 の 議 員 が 一 般 質 問 を 行
い ま し た 。
　　最 終 日 の ２ ２ 日 に は 、 議 会 改 革 調 査 検 討 特 別 委
員 長 か ら 中 間 報 告 、 各 常 任 委 員 長 お よ び 決 算 特 別
委 員 長 か ら 付 託 さ れ た 議 案 な ど の 審 査 経 過 と 結
果 の 報 告 、質 疑 、討 論 が 行 わ れ 、 議 案 ９ 件 を 可 決 、
決 算 ５ 件 を 認 定 し ま し た 。
　　ま た 、 議 員 か ら 追 加 議 案 と し て 提 出 さ れ た 、
「 紀 北 町 議 会 会 議 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 」 と
「 紀 北 町 議 会 委 員 会 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 」
を 可 決 し て 閉 会 し ま し た 。

令
和
4
年
9
月

議
会
定
例
会
一
般
質
問

《 令和 4年 9月定例会 》



９月定例会報告

影
響
も
考
慮
し
、
検
討
し
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。田

島
明
良 
議
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
事
業
に
つ

い
て

問
　

①
紀
北
町
で
も
毎
日
感
染

者
の
報
告
が
さ
れ
、
多
く
の

方
が
自
宅
療
養
と
な
り
、
生
活
面
で

苦
労
さ
れ
て
い
る
と
お
聞
き
し
ま
す

が
、
支
援
な
ど
に
つ
い
て
町
長
の
考

え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

②
今
回
の
商
品
券
事
業
は
、
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
原
油
価
格
・
物
価
高
騰

対
応
の
使
途
を
目
的
と
し
て
い
ま
す

が
、
ほ
か
に
施
策
は
考
え
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
か
。

③
き
ほ
く
子
育
て
支
援
商
品
券
は
子

ど
も
の
人
数
で
配
分
し
、
き
ほ
く
生

活
支
援
商
品
券
は
世
帯
単
位
で
配
分

し
ま
す
が
、
両
方
と
も
人
数
配
分
の

ほ
う
が
公
平
で
は
な
い
で
す
か
。

④
町
有
施
設
の
公
民
館
、
会
館
、
図

書
室
な
ど
の
感
染
症
対
策
も
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が

い
か
が
で
す
か
。

答　
町
長　
①
自
宅
療
養
者
へ

の
支
援
は
法
に
基
づ
い
て
県

が
行
っ
て
お
り
、
町
と
し
て
は
、
保

健
所
か
ら
要
請
が
あ
れ
ば
対
応
し
て

い
ま
す
。

②
今
回
の
商
品
券
事
業
は
、
物
価
高

な
ど
で
住
民
の
皆
さ
ま
が
た
い
へ
ん

厳
し
い
状
況
と
い
う
こ
と
で
、
生
活

支
援
と
い
う
観
点
で
実
施
し
ま
し
た
。

③
国
も
住
民
税
非
課
税
世
帯
へ
５
万

円
と
世
帯
へ
助
成
し
て
い
ま
す
の
で
、

財
源
な
ど
も
見
通
し
た
上
で
提
案
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

④
施
設
へ
の
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
、

海
山
公
民
館
、
東
長
島
公
民
館
に
は

非
接
触
型
検
温
モ
ニ
タ
ー
の
設
置
、

図
書
の
除
菌
機
の
配
備
や
役
場
窓
口

の
パ
ネ
ル
整
備
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業

に
つ
い
て

問
　

本
年
度
も
多
く
の
申
し
込

み
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
追
加
の
補
正
予
算
を
組
ま
な

か
っ
た
理
由
を
お
聞
き
し
ま
す
。

答　
町
長　
現
在
の
事
業
規
模

は
町
全
体
の
予
算
を
調
整
し

実
施
し
て
い
ま
す
。
需
給
ギ
ャ
ッ
プ

が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
補
正
予
算
対

応
は
な
か
な
か
難
し
い
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

普
及
事
業
に
つ
い
て

問
　

①
口
座
登
録
へ
の
不
安
や

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
に
つ

い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

②
臨
時
交
付
金
事
業
で
独
自
の
ポ
イ

ン
ト
を
付
け
た
ら
申
し
込
み
が
さ
ら

に
増
え
る
と
思
い
ま
す
が
い
か
が
で

す
か
。答　

企
画
課
長　
①
口
座
登

録
は
、
今
後
、
給
付
を
敏
速

に
交
付
す
る
た
め
の
も
の
で
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
は
、
現
在
、
町

で
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
情
報

を
抜
き
出
す
方
法
が
あ
り
ま
せ
ん
。

町
長　
②
国
も
２
万
ポ
イ
ン
ト
の
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
ポ
イ
ン
ト

制
度
だ
け
で
は
無
理
な
部
分
も
あ
る

と
思
い
ま
す
の
で
、
夜
間
や
休
日
、

出
前
で
の
窓
口
対
応
な
ど
、
普
及
に

注
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

廃
校
し
た
校
舎
等
の
利

活
用
に
つ
い
て

問
　

①
旧
海
野
・
島
勝
・
引
本
・

志
子
小
学
校
の
利
活
用
の
状

況
を
説
明
願
い
ま
す
。

②
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
と

結
び
付
け
は
可
能
だ
と
思
い
ま
す
が

い
か
が
で
す
か
。

答　
町
長　
①
旧
海
野
小
学
校

は
、
活
用
方
法
を
模
索
し
て

お
り
、
体
育
館
、
運
動
場
は
住
民
の

皆
さ
ま
に
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
旧
島
勝
小
学
校
は
、
校
舎
な
ど

の
解
体
工
事
の
設
計
業
務
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
旧
引
本
小
学
校

は
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
よ
る
活
用

や
、
住
民
憩
い
の
場
な
ど
に
は
健
康

器
具
を
設
置
し
、
本
年
度
は
児
童
用

の
遊
具
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

旧
志
子
小
学
校
は
、
２
階
部
分
を
役

場
の
書
庫
に
、
１
階
部
分
は
防
災
備

蓄
品
な
ど
を
保
管
し
て
お
り
、
体
育

館
は
住
民
の
皆
さ
ま
に
利
用
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

②
校
舎
の
利
活
用
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ

ー
シ
ョ
ン
は
避
け
て
通
れ
な
い
現
状

だ
と
思
っ
て
お
り
、
６
町
で
先
進
的

な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

大
西
瑞
香 

議
員

地
域
共
生
社
会
の
構
築

に
つ
い
て

問
　

認
知
症
の
方
や
１
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
の
見
守
り
体
制

に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

①
緊
急
通
報
装
置
の
導
入
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て
、
ま
た
、
新
た
な
見

守
り
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
お
伺
い
し

ま
す
。

②
官
民
連
携
に
よ
る
支
援
を
必
要
と

す
る
高
齢
者
、
障
が
い
者
を
持
つ
方

な
ど
の
見
守
り
体
制
に
つ
い
て
お
伺

い
し
ま
す
。

③
紀
北
町
の
認
知
症
高
齢
者
Ｓ
Ｏ
Ｓ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
の
進
展
に
つ
い

て
お
伺
い
し
ま
す
。

④
認
知
症
高
齢
者
等
個
人
賠
償
責
任

保
険
事
業
の
導
入
に
つ
い
て
お
伺
い

し
ま
す
。

答
　

町
長　
①
現
在
、
緊
急

通
報
装
置
の
設
置
台
数
は
、

１
８
９
台
と
な
っ
て
い
ま
す
。
設
置

費
用
、
使
用
料
は
全
額
町
負
担
と
し

て
、
設
置
業
者
に
よ
る
月
２
回
の
安

否
確
認
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

現
状
で
は
ま
だ
固
定
電
話
の
装
置
の
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み
を
使
用
し
て
い
る
の
で
、
今
後
、

携
帯
電
話
の
活
用
な
ど
も
含
め
て
勉

強
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　

②
地
域
内
で
訪
問
活
動
な
ど
を
実
施

し
て
い
る
企
業
と
協
定
を
結
び
、
高

齢
者
な
ど
の
見
守
り
活
動
を
行
い
、

異
変
を
察
知
し
た
場
合
は
、
緊
急
度

に
応
じ
て
役
場
や
警
察
、
消
防
署
へ

の
通
報
を
行
う
体
制
を
整
備
し
て
い

ま
す
。

③
今
後
も
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
な
ど
を
開
設
し
な
が
ら
、
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
の
支
援
を
し
て

い
く
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
を
配
置
し
、
民
生
委
員
の
方

な
ど
と
協
働
し
て
、
認
知
症
の
方
を

地
域
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
体
制
の
構
築
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

④
ま
だ
保
険
事
業
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
ま
せ
ん
。

人
口
減
少
と
若
者
の
地

元
定
着
促
進
を
考
え
る

問
　

①
人
材
・
人
口
還
流
（
Ｕ

Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
）
促
進
の
た
め

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま

す
。

②
若
者
の
移
住
定
住
を
促
進
し
地
域

産
業
の
人
材
確
保
の
た
め
に
も
地
方

創
生
の
取
り
組
み
と
し
て
奨
学
金
返

還
支
援
制
度
を
導
入
す
る
べ
き
だ
と

考
え
ま
す
。
国
か
ら
の
財
政
措
置
も

増
額
と
な
り
市
町
村
の
負
担
は
さ
ら

に
軽
減
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
関
す

る
町
長
の
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

答　
町
長　
①
三
重
県
が
開
設

し
て
い
る
移
住
・
就
業
マ
ッ

チ
ン
グ
サ
イ
ト
を
利
用
し
て
、
都
市

圏
か
ら
移
住
し
就
業
し
た
方
へ
の
補

助
金
の
交
付
制
度
の
創
設
、
空
き
家

バ
ン
ク
制
度
を
活
用
し
た
移
住
定
住

ま
で
の
相
談
と
支
援
を
続
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
若
い
方
に
Ｕ
タ
ー
ン
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
子
育
て
支
援

な
ど
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
安
心

し
て
帰
っ
て
こ
ら
れ
る
町
に
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

②
交
付
税
措
置
と
い
っ
た
財
政
的
な

支
援
も
期
待
で
き
る
こ
と
で
す
か
ら
、

地
方
創
生
の
観
点
、
優
れ
た
教
育
支

援
の
充
実
と
い
っ
た
両
面
か
ら
検
討

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

教
育
行
政
に
つ
い
て

問
　

①
学
校
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

（
情
報
通
信
技
術
）
活
用
教

育
導
入
の
そ
の
後
に
つ
い
て
効
果
と

課
題
を
お
伺
い
し
ま
す
。

②
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
障
が
い
の
あ

る
児
童
の
学
習
・
生
活
支
援
に
つ
い

て
お
伺
い
し
ま
す
。

答　
教
育
長　
①
導
入
の
効
果

に
つ
い
て
は
、
中
学
校
で
は

端
末
機
を
使
っ
て
自
分
の
意
思
を
ま

と
め
発
表
に
使
う
機
会
が
全
国
平

均
の
２
倍
と
な
り
ま
し
た
。
主
体

的
、
対
話
的
で
深
い
学
び
を
支
援
す

る
ツ
ー
ル
と
な
る
足
が
か
り
が
で
き

た
と
判
断
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子

ど
も
た
ち
の
92
％
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

は
勉
強
に
役
立
つ
と
回
答
し
て
い
ま

す
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
感
染
予
防
の

た
め
の
家
庭
で
の
学
習
支
援
や
心
理

サ
ポ
ー
ト
、
そ
し
て
教
員
の
働
き
方

改
革
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

課
題
に
つ
い
て
は
、
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
問
題
と

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
チ
ェ
ッ
ク
に
お
い

て
専
門
的
な
支
援
が
必
要
な
状
況
が

続
い
て
い
る
こ
と
で
す
。

②
字
が
く
っ
つ
い
て
見
え
た
り
、
ゆ

が
ん
で
見
え
て
し
ま
う
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
リ
ー
ド
し
て
く
れ
る
機
能

や
実
際
に
判
読
し
て
も
ら
え
る
機
能

を
持
っ
た
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
科
書

を
ま
ず
整
備
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
た
だ
、
一
人
一
人
ニ
ー
ズ
が
違

う
の
で
、
そ
こ
に
焦
点
を
当
て
て
、

こ
の
子
は
何
が
必
要
な
の
か
と
い
う

姿
勢
で
こ
れ
か
ら
整
備
に
あ
た
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

平
野
隆
久 

議
員

老
人
ホ
ー
ム
赤
羽
寮
の

改
築
・
建
替
え
に
つ
い

て問
　

①
こ
れ
ま
で
は
養
護
の
み

改
築
を
検
討
し
て
い
く
と
い

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
６
月
議
会
で

は
、
特
養
も
含
め
検
討
し
て
い
く
と

答
弁
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
ど
の
よ

う
な
改
築
の
構
想
と
予
算
を
想
定
し

て
の
答
弁
だ
っ
た
の
か
お
伺
い
し
ま

す
。

②
昨
年
の
答
弁
か
ら
時
間
が
経
過
し

て
い
ま
す
が
、
進し

ん
ち
ょ
く捗
状
況
を
お
伺
い

し
ま
す
。

③
建
て
替
え
の
場
合
は
、
今
と
同
じ

場
所
を
予
定
し
て
い
ま
す
か
。

④
有
効
な
運
営
方
針
を
定
め
て
、
で

き
る
だ
け
早
く
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

答　
町
長　
①
６
月
議
会
の
中

で
「
特
養
も
建
て
替
え
も
含

め
て
検
討
す
る
」
と
答
弁
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
あ
く
ま
で
現
在

検
討
を
進
め
て
い
る
の
は
養
護
で

す
。
養
護
の
検
討
を
進
め
て
い
く
際

に
は
、
併
設
さ
れ
て
い
る
特
養
に
つ

い
て
も
議
論
が
必
要
に
な
る
と
い
う

意
味
で
答
弁
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
予
算
に
つ
い
て
は
、
平
成
21
年

の
全
員
協
議
会
の
資
料
の
中
で
参
考

と
し
て
示
し
た
も
の
か
ら
、
過
疎
債

な
ど
の
制
度
の
問
題
は
一
切
変
わ
っ

て
い
ま
せ
ん
。

②
老
人
ホ
ー
ム
赤
羽
寮
の
現
場
職
員

も
含
め
た
メ
ン
バ
ー
な
ど
で
、
現
在

ま
で
４
回
の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

③
今
の
段
階
で
は
、
そ
こ
ま
で
話
が

進
ん
で
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

④
施
設
の
運
営
形
態
も
含
め
た
検
討

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
が
あ
り
、
難
し
い
問
題
も
あ
り

ま
す
。
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東
紀
州
広
域
ご
み
処
理

施
設
整
備
事
業
に
つ
い

て問
　

①
東
紀
州
広
域
ご
み
処
理

施
設
整
備
事
業
の
進

し
ん
ち
ょ
く捗
状
況

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

②
ス
ト
ー
カ
式
は
熱
量
を
確
保
す
る

た
め
、
燃
や
す
ご
み
の
量
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
が
、
環
境
対
策
に
よ
り

今
後
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
量
が
減

っ
た
場
合
の
想
定
が
な
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
紀
北
町
長
と
し
て
問
題
提
起

を
し
て
組
合
で
議
論
す
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

③
施
設
の
耐
用
年
数
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
耐
用
年
数
経
過
後
の

施
設
の
解
体
費
用
や
新
設
費
用
を
組

合
で
想
定
し
て
お
く
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
が
、
町
長
の
考
え
を
お
伺
い
し

ま
す
。

④
素
案
で
は
、
建
設
予
定
地
の
土
地

利
用
規
制
の
問
題
点
が
明
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
進

し
ん
ち
ょ
く捗

状
況
と
尾

鷲
市
で
の
条
例
改
正
が
必
要
な
の
か
、

ま
た
、
い
つ
ま
で
に
解
決
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
か
、
町
長

の
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

⑤
素
案
で
は
、
家
庭
系
可
燃
ご
み
の

一
般
乗
用
車
の
持
ち
込
み
台
数
が
１

日
90
台
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
う
ち
紀
北
町
の
持
ち
込
み
台
数

は
何
台
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

答　
町
長　
①
７
月
26
日
に
開

催
さ
れ
た
東
紀
州
広
域
ご
み

処
理
施
設
整
備
基
本
計
画
策
定
委
員

会
に
お
い
て
、
東
紀
州
広
域
ご
み
処

理
施
設
整
備
基
本
計
画
（
素
案
）
が

承
認
さ
れ
、
８
月
に
５
市
町
住
民
を

対
象
に
住
民
説
明
会
が
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。
素
案
の
主
な
内
容
は
、
施

設
の
規
模
は
１
日
当
た
り
64
ｔ
の
ご

み
処
理
が
で
き
る
も
の
で
、
24
時
間

連
続
運
転
の
発
電
を
行
わ
な
い
ス

ト
ー
カ
式
の
焼
却
方
式
と
な
っ
て
い

ま
す
。

②
ス
ト
ー
カ
式
の「
発
電
あ
り
」
に
お

い
て
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
を
燃

や
さ
な
け
れ
ば
発
電
が
安
定
し
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
が
、「
発
電
な
し
」

の
施
設
に
関
し
て
は
、
熱
量
が
下
が

る
こ
と
に
よ
る
影
響
は
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

③
設
計
上
の
耐
用
年
数
は
20
年
で
す

が
、
恐
ら
く
設
計
上
の
耐
用
年
数
そ

の
も
の
で
終
わ
る
と
い
う
話
で
は
な

く
、
修
繕
を
し
な
が
ら
延
ば
し
て
い

く
も
の
だ
と
私
自
身
は
思
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
耐
用
年
数
経
過
後
に
つ

い
て
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
は
、

今
の
処
理
か
ら
比
べ
る
と
ず
い
ぶ
ん

低
く
な
り
ま
す
の
で
、
費
用
を
蓄
え

て
お
い
て
次
の
施
設
に
充
て
る
こ
と

も
可
能
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。

④
都
市
計
画
の
決
定
は
、
尾
鷲
市
が

申
請
し
て
行
う
も
の
で
あ
り
、
そ
の

他
、
尾
鷲
市
の
水
道
水
源
保
護
条
例
、

三
重
県
の
建
築
基
準
の
条
例
、
景
観

法
、
森
林
法
と
い
っ
た
施
設
設
置
に

関
わ
る
部
分
は
、
東
紀
州
環
境
施
設

組
合
が
申
請
を
行
う
と
い
う
区
分
で

す
。
今
の
素
案
か
ら
今
後
計
画
に
な

り
、
そ
の
計
画
に
基
づ
い
て
い
ろ
い

ろ
な
申
請
を
行
い
ま
す
。

環
境
管
理
課
長　
今
の
と
こ
ろ
尾

鷲
市
で
の
条
例
改
正
は
必
要
な
い
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
長　
⑤
90
台
は
、
ほ
と
ん
ど
が
尾

鷲
市
の
台
数
に
当
た
る
と
思
い
ま
す
。

紀
北
町
で
は
紀
伊
長
島
地
区
、
海
山

地
区
に
中
継
所
を
つ
く
る
予
定
で
、

そ
こ
か
ら
パ
ッ
カ
ー
車
な
ど
が
持
っ

て
い
き
ま
す
の
で
、
一
般
の
方
が
直

接
持
ち
込
む
こ
と
は
少
な
い
と
思
い

ま
す
。

柴
田
洋
巳 

議
員

紀
北
町
を
キ
ラ
リ
と
輝

く
町
へ

問
　

①
平
成
28
年
10
月
に
見
つ

か
っ
た
上
里
汚
染
土
壌
処
理

施
設
建
設
に
つ
い
て
、
行
政
に
は
守

秘
義
務
が
あ
り
業
者
と
の
相
談
内
容

は
外
部
に
漏
ら
す
こ
と
は
で
き
な
い

と
町
長
が
答
弁
し
ま
し
た
が
、
業
者

と
の
相
談
内
容
は
ど
の
よ
う
な
内
容

で
す
か
。

②
上
里
汚
染
土
壌
処
理
施
設
は
、
紀

北
町
や
周
辺
住
民
に
と
っ
て
ど
の
よ

う
な
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
と
思
い
ま
し
た
か
。

③
三
重
県
の
大
気
・
水
環
境
課
の
業

務
報
告
書
に
、
平
成
27
年
８
月
か
ら

平
成
28
年
12
月
ま
で
の
県
と
紀
北
町

と
業
者
の
協
議
内
容
が
書
か
れ
て
い

ま
す
。
町
長
は
守
秘
義
務
が
あ
る
と

答
弁
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
県
の
こ
の

情
報
公
開
に
つ
い
て
考
え
を
お
聞
き

し
ま
す
。

④
「
弁
護
士
に
相
談
し
た
」
を
繰
り

返
す
答
弁
に
つ
い
て
、
事
件
や
裁
判

に
な
っ
て
い
な
い
段
階
で
、
な
ぜ
弁

護
士
に
相
談
す
る
の
で
す
か
。

⑤
「
紀
北
町
生
活
環
境
の
保
全
に
関

す
る
条
例
」
に
県
外
の
建
設
残
土
運

び
込
み
禁
止
な
ど
を
盛
り
込
む
条
例

改
正
を
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
、

町
長
の
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

⑥
広
域
ご
み
処
理
施
設
に
関
連
し

て
、
合
併
後
二
つ
の
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
の
統
合
に
な
ぜ
取
り
組
ま
な

か
っ
た
の
か
、
ま
た
、
東
紀
州
の
端

か
ら
端
ま
で
70
㎞
あ
る
広
域
の
ご
み

を
１
カ
所
に
集
め
る
こ
と
や
燃
え
る

ご
み
と
生
ご
み
の
分
別
に
つ
い
て
、

町
長
の
考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

⑦
清
流
三
戸
川
沿
い
の
30
万
羽
の
養

鶏
場
建
設
に
つ
い
て
、
町
長
は
地
域

生
活
者
の
環
境
を
良
く
す
る
、
地
域

産
業
の
育
成
、
雇
用
の
増
大
を
大
義

に
掲
げ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
状
況

を
お
伺
い
し
ま
す
。

⑧
鶏
舎
か
ら
排
出
さ
れ
る
鶏
ふ
ん
と

三
戸
川
の
環
境
汚
染
に
つ
い
て
、
こ

の
現
状
把
握
は
公
害
防
止
協
定
に
含

ま
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
現
状

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

⑨
上
里
集
会
所
は
、
敷
地
の
活
用
方

法
や
平
面
計
画
に
問
題
が
あ
り
、
使

い
も
の
に
な
ら
な
い
建
物
に
な
っ
て

し
ま
う
と
思
い
ま
す
。
６
月
議
会
で

忠
告
し
ま
し
た
が
、
改
め
て
答
弁
を

お
願
い
し
ま
す
。
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答　
町
長　
①
上
里
汚
染
土
壌

処
理
施
設
建
設
に
関
し
て
、

そ
の
時
点
で
住
民
の
方
に
お
知
ら
せ

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
は
、

行
政
上
知
り
得
た
内
部
情
報
を
漏
ら

す
こ
と
は
で
き
な
い
と
判
断
し
た
か

ら
で
す
。
最
初
は
、
こ
の
事
業
所
が
水

道
水
源
保
護
条
例
の
対
象
事
業
所
で
あ

る
か
相
談
に
来
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
時
点
で
は
、
私
自
身
は
業
者

と
は
話
し
合
い
を
し
て
い
ま
せ
ん
。

②
望
ま
し
い
も
の
で
は
な
い
と
考
え

て
い
ま
し
た
。

③
公
開
で
き
る
時
期
が
き
た
の
で
、

公
開
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
し
、
基
本
的
に
は
行
政
と
し

て
の
進
め
方
の
ル
ー
ル
に
基
づ
い
て

進
め
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

④
自
治
体
は
法
律
を
順
守
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、
法
律
の
範
囲
内

か
、
法
律
に
対
し
て
整
合
性
が
あ
る

か
に
つ
い
て
相
談
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
し
だ
い
で
す
。

⑤
現
時
点
で
条
例
は
機
能
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
の
で
、
今
の
と
こ
ろ
改

正
す
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

⑥
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
一
つ
に
し
て
運
営
す
る
と
、
か

え
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
、
二
つ
の
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
で
今
現
在
運
営
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
広
域
の
ご
み
を

１
カ
所
に
集
め
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

ご
み
の
一
定
量
の
確
保
と
い
う
こ
と

で
、
５
市
町
が
一
体
化
し
て
や
る
と

い
う
考
え
で
い
ま
す
。
分
別
に
つ
い

て
は
、
で
き
る
限
り
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

⑦
地
域
生
活
者
の
環
境
改
善
に
つ
い

て
は
、
以
前
は
西
長
島
辺
り
ま
で
悪

臭
が
出
て
い
ま
し
た
が
、
鶏
舎
の
移

転
後
は
ず
い
ぶ
ん
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

地
場
産
業
に
つ
い
て
は
、
効
率
化
や

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
へ
の
対
応

も
で
き
る
だ
け
配
慮
し
た
鶏
舎
で
す

の
で
、
経
済
的
に
も
集
約
と
い
う
こ

と
で
、
十
分
考
慮
さ
れ
た
施
設
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
雇
用
の

増
大
に
つ
い
て
は
、
約
10
名
近
く
雇

用
が
な
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

農
林
水
産
課
長　
⑧
三
戸
地
区
に

新
た
に
建
設
さ
れ
た
鶏
舎
は
、
ウ
イ

ン
ド
レ
ス
鶏
舎
を
採
用
し
て
お
り
、

悪
臭
の
発
生
源
と
な
る
鶏
ふ
ん
は
風

で
乾
か
し
な
が
ら
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ヤ

ー
で
集
積
す
る
な
ど
し
て
、
鶏
舎
内

の
悪
臭
対
策
は
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
施
設
に
関
し
て
は
、
本
年
度
も

職
員
が
６
回
現
地
を
確
認
し
て
い
ま

す
。

町
長　
⑨
建
設
委
員
会
も
つ
く
ら

れ
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
意
見
も
十
分

出
さ
れ
た
上
で
議
論
し
合
っ
た
結
果

で
す
。
議
会
で
も
い
ろ
い
ろ
と
皆
さ

ま
か
ら
ご
質
疑
を
い
た
だ
い
て
、
十

分
議
論
は
な
さ
れ
た
も
の
と
思
っ
て

い
ま
す
。奥

村
仁 

議
員

銚
子
川
・
又
口
川
を
中

心
と
す
る
観
光
来
町
者

対
策

問
　

①
観
光
客
受
け
入
れ
に
対

す
る
施
策
、
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
の
状
況
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま

す
。

②
河
口
付
近
に
つ
い
て
は
、
サ
ッ
プ

や
カ
ヤ
ッ
ク
を
さ
れ
る
方
が
目
立
っ

た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
川
へ
下

ろ
す
作
業
が
や
り
や
す
い
施
設
整
備

を
進
め
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

③
ま
い
こ
み
淵
に
つ
い
て
は
、
ア
ク

セ
ス
道
の
改
修
や
水
道
、
ト
イ
レ
、

更
衣
室
な
ど
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す

が
い
か
が
で
す
か
。

④
便
ノ
山
橋
付
近
に
つ
い
て
は
、
駐

車
ス
ペ
ー
ス
を
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

⑤
権
兵
衛
の
里
駐
車
場
の
現
場
対
応
、

ず
ん
べ
ら
亭
の
在
り
方
に
つ
い
て
お

伺
い
し
ま
す
。
ま
た
、
種
ま
き
権
兵

衛
の
里
庭
園
用
に
駐
車
場
を
切
り
離

す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
い
か
が
で

す
か
。

⑥
魚
飛
渓
、
天
然
滑
り
台
、
林
道
に

関
し
て
問
題
が
な
か
っ
た
の
か
お
聞

き
し
ま
す
。

⑦
誘
客
す
る
な
ら
、
受
け
入
れ
態
勢

を
整
え
て
や
れ
と
い
う
の
が
住
民
感

情
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
紀
北
町
の

自
然
は
住
民
が
満
喫
で
き
て
こ
そ
心

か
ら
誘
客
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
い
か
が
で
す

か
。

⑧
生
活
環
境
保
全
林
は
、
三
重
県
が

紀
北
町
に
２
カ
所
整
備
し
、
そ
の
１

カ
所
が
魚
飛
渓
の
上
流
に
あ
り
ま
す

が
、
老
朽
化
が
著
し
か
っ
た
り
利
用

不
可
や
立
ち
入
り
禁
止
の
場
所
も
あ

り
ま
す
。
生
活
環
境
保
全
林
を
適
切

に
維
持
管
理
、
補
修
し
、
住
民
の
憩

い
の
場
と
し
て
、
さ
ら
に
は
心
身
の

憩
い
の
場
と
し
て
さ
ら
に
活
用
す
べ

き
だ
と
考
え
ま
す
が
町
長
の
考
え
を

お
伺
い
し
ま
す
。

答　
町
長　
①
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
は
、
ま
だ
し
っ
か
り
と

作
り
上
げ
て
い
な
い
の
は
事
実
で

す
。
駐
車
場
の
有
料
化
と
い
う
こ
と

で
種
ま
き
権
兵
衛
の
里
か
ら
上
流
部

が
有
料
区
間
、
下
は
無
料
区
間
と
い

う
よ
う
な
エ
リ
ア
分
け
を
し
て
２
年

間
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

②
河
口
付
近
は
サ
ッ
プ
や
カ
ヤ
ッ
ク

に
最
適
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。
施
設
な
ど
に
つ
い
て
は
、
役
場

の
銚
子
川
環
境
保
全
・
魅
力
ア
ッ
プ

グ
ル
ー
プ
会
議
で
考
え
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。　

③
河
川
の
中
へ
の
建
築
物
と
い
う
の

は
、
河
川
法
な
ど
の
制
約
が
あ
る
の

で
難
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
ご

指
摘
の
あ
っ
た
点
に
つ
い
て
は
そ
の

と
お
り
だ
と
思
い
ま
す
。

④
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
グ

ル
ー
プ
会
議
で
適
地
が
な
い
か
、
そ

こ
に
造
る
の
か
、
分
散
を
よ
り
進
め

て
い
く
の
か
、
そ
う
い
っ
た
角
度
も

踏
ま
え
て
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

⑤
自
動
料
金
徴
収
機
を
入
れ
た
こ
と

に
よ
っ
て
入
車
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
、

人
的
に
も
少
な
く
て
済
ん
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
う
い
う
中
で
も
、
い
ろ
い

ろ
解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
問
題
が
出
て
き
た
の
も
事
実
で
す
。

ず
ん
べ
ら
亭
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

観
光
協
会
や
行
政
が
関
わ
り
な
が
ら

来
年
度
に
向
け
て
検
討
す
べ
き
だ
と
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思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
種
ま
き
権

兵
衛
の
里
庭
園
用
の
駐
車
場
に
つ
い

て
は
、
本
年
度
６
台
分
を
用
意
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
し
か
し
一

般
の
方
の
駐
車
場
が
満
車
と
な
っ
た

と
き
に
庭
園
へ
入
れ
な
い
と
思
わ
れ

て
お
帰
り
に
な
っ
た
方
が
い
た
の
も

事
実
で
す
。
本
年
度
は
至
ら
な
い
と

こ
ろ
が
ま
だ
ま
だ
あ
っ
た
の
で
、
そ

れ
ら
も
含
め
て
グ
ル
ー
プ
会
議
で
検

討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

⑥
今
年
は
橡と

ち

山
林
道
周
辺
へ
の
駐
車

が
多
く
見
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
今

後
も
林
業
関
係
者
の
方
と
協
力
し
て

話
し
合
い
な
が
ら
や
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

⑦
住
民
の
皆
さ
ま
に
ご
迷
惑
を
か
け

な
い
よ
う
に
、
喜
ん
で
い
た
だ
く
意

味
で
、
ま
い
こ
み
淵
も
ゆ
ら
ゆ
ら
帯

の
駐
車
場
も
無
料
の
ま
ま
で
こ
の
２

年
間
や
っ
て
き
ま
し
た
。
地
元
の
住

民
が
あ
っ
て
こ
そ
の
紀
北
町
で
す
。

た
だ
、
紀
北
町
の
住
民
だ
か
ら
、
町

外
だ
か
ら
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

み
ん
な
が
快
適
に
使
っ
て
い
た
だ
け

る
雰
囲
気
、
ル
ー
ル
を
つ
く
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

⑧
自
然
の
持
つ
多
面
的
な
機
能
を
学

ぶ
機
会
は
た
い
へ
ん
重
要
と
考
え
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
み
え
森
と
緑
の

県
民
税
を
活
用
し
た
森
林
環
境
教
育

活
動
補
助
事
業
や
林
業
体
験
な
ど
を

こ
の
生
活
環
境
保
全
林
を
フ
ィ
ー
ル

ド
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
も
有
効
で

あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
今
後
、
適
正

な
維
持
管
理
と
活
用
方
法
を
県
と
も

相
談
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
銚
子
川
の
散
策
コ
ー
ス
と
し
て

は
た
い
へ
ん
素
晴
ら
し
い
場
所
だ
と

思
い
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
県
に
危
険

な
場
所
の
除
去
を
し
て
い
た
だ
き
、

し
っ
か
り
と
活
用
す
れ
ば
銚
子
川
の

散
策
に
た
い
へ
ん
有
効
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。

岡
村
哲
雄 
議
員

銚
子
川
の
遊
泳
客
の
状

況
に
つ
い
て

問
　

①
今
夏
の
事
故
や
ト
ラ
ブ

ル
、
ご
み
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

の
後
始
末
の
状
況
、
遊
泳
客
の
マ

ナ
ー
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

②
上
流
方
面
な
ど
駐
車
場
が
な
い
区

域
へ
の
通
行
に
つ
い
て
、
林
業
関
係

者
な
ど
、
限
定
さ
れ
た
方
し
か
通
れ

な
い
旨
掲
載
し
た
注
意
喚
起
の
看
板

は
設
置
で
き
ま
せ
ん
か
。

③
権
兵
衛
の
里
駐
車
場
の
利
用
状
況

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
地
元

客
の
駐
車
料
金
の
割
引
は
で
き
な
い

の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

答　
町
長　
①
路
上
駐
車
や
じ

か
火
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
す

る
な
ど
、
マ
ナ
ー
に
関
し
て
た
い
へ

ん
憂
慮
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。

商
工
観
光
課
長　
事
故
に
つ
い
て

は
、
７
月
中
に
救
急
要
請
が
３
件
あ

っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

ご
み
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
数
量

は
ま
だ
出
て
い
ま
せ
ん
が
、
昨
年
と

比
べ
て
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
っ
た
と
い

う
印
象
は
受
け
て
い
ま
せ
ん
。

町
長　
②
道
路
と
い
う
こ
と
で
公
共

性
が
あ
り
、
特
定
の
人
だ
け
を
通
す

と
い
う
の
は
な
か
な
か
難
し
い
部
分

が
あ
ろ
う
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
７
月
、
８
月
と
開
設
し
、
総
数
が

６
，
０
８
０
台
で
、
そ
の
う
ち
有
料

が
普
通
車
３
，
３
８
５
台
、
大
型
車

15
台
で
す
。
駐
車
料
金
は
、
有
料
化

す
る
際
に
議
論
し
ま
し
た
が
、
銚
子

川
の
環
境
保
全
に
対
し
て
町
民
と
町

外
の
方
で
区
別
す
る
こ
と
な
く
お
支

払
い
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
で
決
定

し
ま
し
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

在
り
方
に
つ
い
て

問
　

①
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

制
度
と
財
源
、
地
域
的
な
制

約
、
副
業
は
認
め
ら
れ
る
の
か
お
伺

い
し
ま
す
。

②
過
去
３
年
間
の
成
果
、
任
務
終
了

後
の
定
住
率
と
起
業
者
は
い
る
の
か

教
え
て
く
だ
さ
い
。

③
過
去
の
募
集
に
対
し
て
の
応
募
状

況
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

④
地
域
住
民
と
と
も
に
課
題
を
解
決

す
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
募
集
は

で
き
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
募
集
す
る

任
務
の
内
容
に
つ
い
て
、
町
民
に
要

望
を
聞
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
か
。

⑤
デ
ジ
タ
ル
人
材
な
ど
の
地
域
お
こ

し
協
力
隊
を
自
治
体
間
で
共
有
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
か
。

答　
町
長　
①
地
域
協
力
活
動

に
従
事
し
て
い
た
だ
き
、
地

域
活
力
の
維
持
・
強
化
を
進
め
な
が

ら
、
隊
員
の
定
住
・
定
着
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
総
務
省
が
創
設
し
た
制

度
で
す
。
財
源
は
特
別
交
付
税
で
、
人

件
費
と
し
て
年
間
３
３
０
万
円
、
活
動

費
と
し
て
年
間
１
５
０
万
円
が
そ
れ
ぞ

れ
上
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

企
画
課
長　
地
域
に
つ
い
て
は
、
三

大
都
市
圏
を
は
じ
め
、
細
か
く
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
活
動
時
間
以
外
は
、

副
業
が
で
き
る
と
い
う
規
定
に
な
っ

て
い
ま
す
。

町
長　
②
移
住
・
定
住
支
援
や
ふ
る

さ
と
納
税
の
制
度
構
築
な
ど
を
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
任
期
が
終
了

し
た
方
は
全
て
定
住
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
、
１
名
は
事
業
を
さ
れ
て
い

る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

③
今
年
の
募
集
で
は
、
動
画
に
よ
る

シ
テ
ィ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
１
名
に

対
し
て
６
名
、
移
住
・
定
住
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
１
名
に
対
し
て
２
名
の

申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

④
地
域
と
ど
う
結
び
つ
け
る
か
難
し

い
問
題
が
あ
り
、
勉
強
し
な
が
ら
考

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

⑤
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
交
付
税

措
置
の
問
題
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

防
災
対
策
に
つ
い
て

問
　

①
毎
年
９
月
ご
ろ
に
実
施

さ
れ
る
町
内
一
斉
の
防
災
訓

練
に
つ
い
て
、
実
施
時
期
の
変
更
と

地
区
防
災
の
役
員
な
ど
が
集
ま
っ
た

講
習
会
な
ど
は
で
き
な
い
か
お
伺
い

し
ま
す
。

②
紀
北
町
で
は
個
別
避
難
計
画
を
作

成
さ
れ
て
い
る
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

③
自
主
防
災
会
で
災
害
時
の
タ
イ
ム
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ラ
イ
ン
を
作
成
す
る
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
が
、
町
長
の
考
え
を
お
伺
い
し

ま
す
。

④
汐
ノ
津
呂
排
水
機
場
の
進

し
ん
ち
ょ
く捗
状
況

を
お
伺
い
し
ま
す
。

⑤
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
関
す
る
臨
時

情
報
に
つ
い
て
の
対
策
を
お
伺
い
し

ま
す
。答　

町
長　
①
春
や
秋
は
、
ほ

か
の
行
事
と
重
な
る
こ
と
が

多
く
、
な
か
な
か
難
し
い
部
分
が
あ

り
ま
す
。
講
習
会
な
ど
に
つ
い
て
は
、

自
主
防
災
会
の
皆
さ
ま
の
お
声
も
聞
き

な
が
ら
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

危
機
管
理
課
長　
②
個
別
避
難
計

画
は
、
現
在
町
で
は
作
成
し
て
い
ま

せ
ん
が
、
避
難
行
動
要
支
援
者
の
方

の
名
簿
は
作
成
し
て
い
ま
す
。

町
長　
③
地
域
に
見
合
っ
た
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
は
作
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

④
詳
細
設
計
業
務
の
入
札
を
６
月
に

実
施
し
ま
し
た
。
現
在
、
測
量
関
係

を
実
施
し
、
地
質
調
査
と
し
て
ボ
ー

リ
ン
グ
調
査
を
３
カ
所
の
う
ち
１
カ

所
実
施
済
み
で
す
。

⑤
高
齢
者
な
ど
の
長
期
間
の
避
難
な

ど
、
た
く
さ
ん
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

原
隆
伸 

議
員

三
重
県
南
北
縦
貫
道
と

林
道
野
又
越
線
に
つ
い

て問
　

①
三
重
県
南
北
縦
貫
道
路

（
国
道
４
２
２
号
）
に
つ
い

て
、
三
重
県
南
北
縦
貫
道
路
建
設
促

進
期
成
同
盟
会
総
会
の
内
容
、
道
路

の
整
備
計
画
や
接
続
経
路
、
現
況
と

進し
ん
ち
ょ
く捗

状
況
お
よ
び
今
後
の
展
開
な

ど
、
利
便
性
と
所
要
時
間
な
ど
に
つ

い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

②
林
道
野
又
越
線
に
つ
い
て
、
現
況

と
進

し
ん
ち
ょ
く捗

状
況
お
よ
び
今
後
の
整
備
状

況
な
ど
、
道
路
の
整
備
計
画
の
幅
員

と
災
害
時
の
強
度
な
ど
、
ま
た
、
林

道
の
陥
没
や
崩
落
な
ど
に
対
す
る
抜

本
的
な
対
策
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま

す
。答　

町
長　
①
総
会
に
つ
い
て

は
、
令
和
３
年
度
事
業
報
告
、

収
支
決
算
報
告
、
令
和
４
年
度
事
業

計
画
（
案
）、
予
算
（
案
）、
要
望
決

議
（
案
）
を
図
り
全
員
賛
成
で
総
会

を
閉
会
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
未
開
通

部
分
に
つ
い
て
の
詳
細
な
道
路
計
画
は

現
在
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
接
続
経
路

に
つ
い
て
も
現
在
の
と
こ
ろ
未
定
で
す
。

現
在
の
状
況
と
し
て
は
、
紀
北
町
で

は
志
子
地
区
の
バ
イ
パ
ス
工
事
、
下

地
地
区
の
ト
ン
ネ
ル
測
量
設
計
、
大

原
地
区
の
拡
幅
工
事
を
行
っ
て
お
り
、

河
合
地
区
に
お
い
て
も
改
良
工
事
に

伴
う
用
地
測
量
や
拡
幅
工
事
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
紀
北
町
と
し
て
は
、

ま
ず
住
民
の
方
の
利
用
が
多
く
道
幅

の
狭
い
部
分
の
拡
幅
工
事
や
バ
イ
パ

ス
工
事
、
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
整
備
促

進
を
図
っ
て
い
た
だ
き
、
安
全
な
通

行
の
確
保
と
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

げ
て
い
け
る
よ
う
要
望
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
利
便
性
に
つ

い
て
は
、
広
域
交
流
や
東
紀
州
の
活

性
化
を
支
援
す
る
重
大
な
生
活
道
路

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

建
設
課
長　
未
開
通
区
間
の
路
線

測
量
な
ど
も
で
き
て
い
な
い
状
態
で

す
の
で
、
所
要
時
間
は
計
れ
な
い
の

が
現
状
で
す
。

町
長　
②
林
道
野
又
越
線
の
令
和
３

年
度
末
時
点
の
進

し
ん
ち
ょ
く捗
状
況
と
し
て
は
、

総
延
長
15
・
６
㎞
の
う
ち
、
13
・
７

㎞
が
開
設
さ
れ
、
現
在
の
進

し
ん
ち
ょ
く捗

率
は

約
88
％
で
す
。
今
後
の
事
業
と
し
て

は
、
大
台
町
側
の
開
設
工
事
と
紀
北

町
側
の
橋

き
ょ
う
り
ょ
う梁

予
備
設
計
調
査
業
務
委

託
を
行
う
と
こ
ろ
で
す
。
紀
北
町
と

大
台
町
の
境
付
近
に
つ
い
て
は
ト
ン

ネ
ル
掘
削
で
接
続
す
る
計
画
で
す
。

こ
の
幅
員
は
、
広
域
基
幹
林
道
で
整

備
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
５
ｍ
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
林
道
の
強
度
は
不
明
で

す
が
山
の
質
は
よ
く
な
い
部
分
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。ま
た
、三
重
県
に
は
、

町
に
移
管
さ
れ
た
と
き
に
補
修
な
ど

し
な
く
て
も
い
い
よ
う
な
林
道
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

お
で
か
け
応
援
サ
ー
ビ

ス
「
え
が
お
」
に
つ
い

て問
　

現
在
、
町
外
へ
の
移
動
に

つ
い
て
は
規
制
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
緊
急
時
や
一
時
的
な
対
応
が
必
要

に
な
っ
た
と
き
の
た
め
に
、
も
っ
と
臨

機
応
変
に
対
応
可
能
な
制
度
に
で
き
ま

せ
ん
か
。

答　
町
長　
多
く
の
緊
急
時
の

対
応
に
つ
い
て
は
、「
え
が

お
」
の
運
行
体
制
の
範
囲
を
超
え
て

し
ま
う
こ
と
が
多
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
今
の
「
え
が
お
」
の
制
度
の
中

で
の
運
行
と
い
う
範
囲
で
は
、
ほ
か

の
市
町
へ
の
運
行
は
認
め
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
の
で
緊
急
時
だ
け
ほ
か
の
市

町
に
移
動
で
き
る
か
と
い
う
と
そ
れ

は
難
し
い
問
題
で
す
。

上
里
集
会
所
改
築
工
事

に
つ
い
て

問
　

上
里
集
会
所
の
改
築
に
つ

い
て
の
要
望
は
い
つ
頃
か
ら

あ
っ
た
の
か
、
ま
た
、
か
さ
上
げ
に

つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た

の
か
、
そ
の
当
時
の
状
況
に
つ
い
て

お
伺
い
し
ま
す
。

答　
住
民
課
長　
か
さ
上
げ
の

要
望
に
つ
い
て
は
、
平
成
29

年
５
月
の
要
望
書
に
は
記
載
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
、
町
と

上
里
区
で
調
整
を
行
っ
た
結
果
、
令

和
元
年
中
に
は
か
さ
上
げ
の
話
が
出

て
い
た
と
思
い
ま
す
。

町
長　
前
の
区
長
か
ら
、
１
ｍ
か
さ

上
げ
し
た
い
と
い
う
区
の
考
え
方
を

引
き
継
ぎ
な
が
ら
煮
詰
め
て
い
っ
た

の
が
今
の
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

東
紀
州
広
域
ご
み
処
理

施
設
に
つ
い
て

問
　

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
、

町
長
の
考
え
を
お
伺
い
し
ま

す
。答　

町
長　
経
済
的
な
部
分
を

し
っ
か
り
見
極
め
た
上
で
循

環
型
社
会
や
環
境
へ
の
配
慮
を
ど
こ

ま
で
や
る
の
か
そ
れ
が
た
い
へ
ん
重

12
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要
な
考
え
方
だ
と
思
い
ま
す
。

近
澤
チ
ヅ
ル 

議
員

東
紀
州
広
域
ご
み
処
理

施
設
整
備
基
本
計
画

（
素
案
）
に
つ
い
て

問
　

①
国
は
２
０
３
０
年
ま
で

に
自
治
体
に
Ｃ
Ｏ
２
50
％
削

減
を
求
め
て
お
り
、
計
画
で
は
73
％

で
目
標
に
達
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
町

長
の
見
解
を
お
聞
き
し
ま
す
。

②
最
も
重
要
な
環
境
評
価
で
あ
る「
循

環
型
社
会
形
成
に
寄
与
す
る
施
設
」

の
評
点
が
15
点
と
低
い
の
は
な
ぜ
で

す
か
。

③
計
画
で
は
、
10
％
以
上
の
熱
回
収

で
交
付
金
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
国
会
で
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資

源
循
環
促
進
法
で
の
各
種
リ
サ
イ
ク

ル
計
画
の
認
定
制
度
に
は
熱
回
収
の

計
画
は
認
定
し
な
い
と
言
っ
て
い
ま

す
が
、
町
長
の
見
解
を
お
聞
き
し
ま

す
。答　

町
長　
①
現
状
の
ご
み
減

量
や
人
口
減
少
な
ど
を
踏
ま

え
、
積
算
し
た
ご
み
量
で
の
計
画
と

な
っ
て
い
ま
す
。

②
循
環
型
社
会
で
15
点
、
環
境
配
慮

で
25
点
と
環
境
に
関
す
る
配
点
は
計

40
点
で
、
十
分
配
慮
さ
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

③
安
定
的
な
発
電
量
を
確
保
す
る
な

ど
の
た
め
に
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を

燃
や
し
て
は
対
象
に
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
で
、
ス
ト
ー
カ
式
の
発
電
な

し
の
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

紀
北
町
の
ご
み
減
量
に

つ
い
て

問
　

①
循
環
型
社
会
を
目
指

し
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

の
減
量
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
ご
み
の
減
量
に
つ
い
て
、
住
民

が
知
恵
を
出
し
合
う
交
流
の
場
を

作
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
が
い
か

が
で
す
か
。

②
事
業
系
の
ご
み
が
多
い
要
因
と
し

て
事
業
系
の
ご
み
処
理
料
金
が
安
い

と
聞
き
ま
す
が
、
改
定
の
考
え
を
お

伺
い
し
ま
す
。

答　
町
長　
①
ご
み
の
減
量
は

住
民
な
ど
へ
の
負
荷
な
ど
の

部
分
も
あ
り
、
現
状
で
は
進
ん
で
い

ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
住
民
の
皆
さ

ま
の
意
見
も
聞
き
、
減
量
に
向
け
て

努
力
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
交
流

の
場
は
町
内
の
団
体
で
そ
う
い
う
活

動
が
あ
れ
ば
、
行
政
と
し
て
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

②
介
護
施
設
な
ど
が
多
い
た
め
、
紙

お
む
つ
も
多
く
あ
り
ま
す
が
、
民
宿

や
ホ
テ
ル
な
ど
の
ご
み
も
事
業
系
に

な
り
、
経
済
が
活
性
化
す
る
と
ご
み

が
増
え
る
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
料

金
は
東
紀
州
で
比
べ
る
と
ず
い
ぶ
ん

安
く
、
広
域
で
処
理
す
る
よ
う
に
な

れ
ば
一
定
の
金
額
に
そ
ろ
っ
て
く
る

の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
つ
い
て

問
　

①
県
や
本
町
の
感
染
状
況

や
本
町
の
自
宅
療
養
な
ど
の

状
況
を
お
聞
き
し
ま
す
。

②
感
染
予
防
に
は
迅
速
な
検
査
が
必

要
で
、
抗
体
検
査
キ
ッ
ト
の
無
料
配

布
の
考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

③
コ
ロ
ナ
禍
で
暮
ら
し
が
た
い
へ
ん

な
方
が
多
く
、
町
独
自
の
支
援
に
つ

い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

答　
町
長　
①
８
月
の
感
染
状

況
は
県
が
８
万
９
，
７
８
０

人
、
本
町
が
４
２
７
人
で
、
自
宅
療

養
な
ど
の
状
況
は
情
報
が
あ
り
ま
せ

ん
。

②
県
が
指
定
し
た
抗
原
検
査
指
定
場

所
で
無
料
の
検
査
が
可
能
で
町
内
に

も
１
カ
所
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
県
か

ら
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
の
無
料
配
布
も

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

③
事
業
所
別
で
の
支
援
は
難
し
い
と

思
い
ま
す
が
、
生
活
目
線
で
の
支
援

に
力
を
入
れ
て
事
業
を
し
て
い
ま
す
。

核
廃
絶
を
目
指
し
て

問
　
「
非
核
平
和
宣
言
の
町
」

と
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
書
い
た
横

断
幕
が
古
く
な
っ
て
い
ま
す
。
非
核

平
和
宣
言
の
町
を
も
う
一
度
ア
ピ
ー

ル
す
る
た
め
、
新
た
に
作
成
し
て
は

と
考
え
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

答　
町
長　
非
核
平
和
宣
言
の

町
横
断
幕
に
つ
い
て
は
、
現

実
に
古
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
前

向
き
に
対
応
し
ま
す
。

荷
坂
や
す
ら
ぎ
苑
に
つ

い
て

問
　

荷
坂
や
す
ら
ぎ
苑
の
職
員

待
遇
は
、
紀
北
町
と
比
べ
る

と
大
き
な
格
差
が
あ
り
ま
す
。
労
働

組
合
の
皆
さ
ま
が
大
紀
町
と
団
体
交

渉
を
し
て
お
り
、
町
長
か
ら
も
協
議

を
進
め
る
よ
う
声
を
か
け
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
が
見
解
を
お
聞

き
し
ま
す
。

答
　　
　
　

 

組
合
の
条
例
で

は
、
職
員
の
給
与
は
大
紀
町

の
職
員
に
合
わ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
給
与
の
見
直
し
は
、
大
紀
町

全
体
へ
の
影
響
も
あ
る
と
考
え
ま
す

の
で
、
大
紀
町
で
判
断
し
て
も
ら
う

し
か
な
い
と
思
い
ま
す
。

13
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コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
電
気
・
ガ

ス
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
料
品
な

ど
の
物
価
高
騰
に
直
面
し
て
い
る
住

民
の
皆
さ
ま
の
生
活
な
ど
の
負
担
軽

減
と
事
業
者
の
皆
さ
ま
へ
、
地
域
で

の
消
費
の
下
支
え
を
目
的
と
し
た
「
き

ほ
く
生
活
応
援
商
品
券
」
を
支
給
し

ま
す
。

　

令
和
４
年
11
月
１
日
を
基
準
日
と

し
て
、
紀
北
町
の
住
民
基
本
台
帳
に

記
載
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
に
、
世

帯
主
へ
ま
と
め
て
簡
易
書
留
に
よ
り

送
付
し
ま
す
。

※

こ
の
商
品
券
の
受
け
取
り
に
よ
る

事
前
申
請
な
ど
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

支
給
額

「
き
ほ
く
生
活
応
援
商
品
券
」

世
帯
人
数×

５
千
円
分

支
給
時
期

12
月
上
旬
か
ら

商
品
券
の
到
着
見
込
み

12
月
上
旬
か
ら
下
旬
ご
ろ
に
か
け
て

各
世
帯
主
へ
到
着
を
予
定

使
用
期
限

令
和
５
年
１
月
31
日
（
火
）

使
用
可
能
店
舗

　

使
用
可
能
店
舗
一
覧
表
を
商
品
券

に
同
封
し
て
送
付
し
ま
す
。

　

こ
の
商
品
券
に
つ
い
て
、
町
職
員

な
ど
を
か
た
っ
た
電
話
が
あ
っ
た
場

合
は
、
迷
わ
ず
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
先

警
察
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
＃
９
１
１
０

簡
易
書
留
は
、
郵
便
局
の
配
達
局

員
が
直
接
お
渡
し
す
る
郵
便
物
で
あ

る
た
め
、
ご
不
在
の
場
合
は
郵
便
局

に
持
ち
帰
り
ま
す
。
後
日
、
配
達
局

員
が
再
訪
問
い
た
し
ま
す
が
、
再
度

ご
不
在
の
場
合
は
不
在
票
が
投
函
さ

れ
ま
す
。

　
「
き
ほ
く
生
活
応
援
商
品
券
」
は
、

こ
れ
ま
で
の
商
品
券
と
同
様
、
簡
易

書
留
に
て
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

在
宅
状
況
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
も

商
品
券
の
到
着
が
遅
れ
て
い
る
と
の

お
声
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
12
月
は
、
お
歳
暮
や
年
賀
状

な
ど
、
ほ
か
の
郵
便
物
と
重
な
る
こ

と
か
ら
、
到
着
が
さ
ら
に
遅
れ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

日
中
の
郵
便
物
の
受
け
取
り
が
難

し
い
方
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

町からのおしらせ　～ Information ～

「
き
ほ
く
生
活
応
援
商
品
券
」
支
給
の
お
し
ら
せ

特
殊
詐
欺
や

個
人
情
報
の
問
い
合
わ
せ
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

簡
易
書
留
に
つ
い
て
の

お
願
い

『 各商品券、クーポン 』の有効期限のおしらせ
各商品券およびクーポンの有効期限は下記のとおりです。お間違えのないよう、有効

期限までにご使用をお願いします。

【問い合わせ】本庁商工観光課　℡（46）3115 

有効期限  令和 4 年 12 月 31 日（土） 有効期限  令和 5 年 1 月 31 日（火）

有効期限
にご注意
ください！

「がんばろう商品券 第２弾」
「きほく子育て支援商品券」「きほく生活支援商品券」

「紀北町おもてなしクーポン」
「きほく生活応援商品券」
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電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
な
ど
の
高

騰
に
よ
る
負
担
増
を
踏
ま
え
、
特
に

家
計
へ
の
影
響
が
大
き
い
低
所
得
世

帯
（
住
民
税
非
課
税
世
帯
な
ど
）
に

対
し
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

給
付
額

１
世
帯
あ
た
り
５
万
円

給
付
方
法

世
帯
主
の
銀
行
口
座
に
振
り
込
み

◆
住
民
税
非
課
税
世
帯

対
象

令
和
４
年
９
月
30
日
時
点
で
紀
北
町

に
住
民
登
録
が
あ
り
、
世
帯
全
員
の

令
和
４
年
度
住
民
税
均
等
割
が
非
課

税
の
世
帯
（
生
活
保
護
世
帯
を
含
む
）

※

世
帯
の
全
員
が
、
住
民
税
が
課
税

さ
れ
て
い
る
方
か
ら
扶
養
さ
れ
て
い

る
場
合
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

※

世
帯
の
中
に
、
令
和
４
年
１
月
２

日
以
降
に
紀
北
町
に
転
入
し
た
方
が

い
る
場
合
、
申
請
が
必
要
で
す
。（
申

請
方
法
な
ど
の
詳
細
が
決
ま
り
し
だ

い
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。）

受
給
手
続
き　

12
月
上
旬
に
対
象
世
帯
の
世
帯
主

あ
て
に
確
認
書
を
発
送
し
ま
す
の
で
、

必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
ご
返
送
く

だ
さ
い
。

◆
家
計
急
変
世
帯

対
象

申
請
日
時
点
で
紀
北
町
に
住
民
登
録

が
あ
り
、
令
和
４
年
１
月
か
ら
12
月

ま
で
の
間
に
、
予
期
せ
ず
収
入
が
減

少
し
、
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
方
全

員
の
そ
れ
ぞ
れ
の
年
間
収
入
（
所
得
）

見
込
額
が
、
住
民
税
均
等
割
非
課
税

水
準
相
当
以
下
（
下
表
参
照
）
に
な
っ

た
世
帯

※

世
帯
の
全
員
が
、
住
民
税
が
課
税

さ
れ
て
い
る
方
か
ら
扶
養
さ
れ
て
い

る
場
合
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

※

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高

騰
緊
急
支
援
給
付
金
（
住
民
税
非
課

税
世
帯
分
）
と
の
重
複
受
給
は
で
き

ま
せ
ん
。

受
給
手
続
き

　

申
請
が
必
要
で
す
。（
申
請
方
法
な

ど
の
詳
細
が
決
ま
り
し
だ
い
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。）

〇
制
度
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

内
閣
府
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

℡
０
１
２
０
（
５
２
６
）
１
４
５

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
福
祉
保
健
課

℡（
46
）
３
１
２
２

海
山
総
合
支
所
福
祉
環
境
室

℡（
32
）
３
９
０
４

　

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
と
受
け
入

れ
は
表
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

各
ご
家
庭
に
配
布
済
み
の
「
令
和

４
年
度
家
庭
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」

で
再
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

紀
伊
長
島
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

℡（
47
）
２
８
８
０

海
山
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

℡（
36
）
１
３
１
３

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー

℡（
47
）
２
８
８
０

海
山
不
燃
物
処
理
場

℡（
32
）
２
２
７
４

町からのおしらせ　～ Information ～

●ごみ処理施設の年末年始受入日時

午前 8 時 30 分～
午後 4 時 30 分

12 月 30 日（金） 午前 8 時 30 分～
正午

12月 31日（土）
～1月 3日（火）

12月 29日（木）

休　業

1月 4日（水）～ 午前 8 時 30 分～
午後 4 時 30 分

年末年始可燃ごみ収集日
通常収集日 収集地区 年末収集日 年始収集日

月・木曜日
西長島・三野瀬・相賀・渡利・船津・

中里・小山浦・便ノ山など
12 月 26 日（月）
12 月 29 日（木）

1月 5日（木）

火・金曜日
東長島・赤羽・引本浦・上里・馬瀬・
河内・島勝浦・白浦・矢口浦など

12 月 27 日（火）
12 月 30 日（金）

1月 6日（金）

扶養している
配偶者・親族の人数

非課税相当
収入限度額

非課税相当
所得限度額

0 人

1 人

2人

3人

4人

93万円

137.8万円

168万円

209.7万円

249.7万円

204.3万円

38万円

82.8万円

110.8万円

138.8万円

166.8万円

135万円障害者、未成年者、
寡婦、ひとり親の場合

※詳細については、「家庭ごみ収集カレンダー」をご覧ください。

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
と

持
ち
込
み
ご
み
の

受
け
入
れ
に
つ
い
て

住
民
税
非
課
税
世
帯
な
ど
に
対
す
る

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰

緊
急
支
援
給
付
金
の
ご
案
内
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令
和
３
年
度
決
算
に
基
づ
く
健
全

化
判
断
比
率
を
公
表
し
ま
す
。

　

地
方
公
共
団
体
は
、「
地
方
公
共
団

体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」

（
平
成
19
年
６
月
施
行
）
に
よ
り
、
財

政
の
状
況
に
つ
い
て
全
国
的
に
統
一

し
た
基
準
に
基
づ
い
た
指
標
を
公
表

す
る
と
と
も
に
、
基
準
を
上
回
る
場

合
に
財
政
健
全
化
計
画
の
策
定
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
決
算
に
基
づ
く
紀
北

町
の
健
全
化
判
断
比
率
、
資
金
不
足

比
率
は
次
の
と
お
り
で
あ
り
、
い
ず

れ
の
指
標
も
基
準
の
範
囲
内
と
な
っ

て
い
ま
す
。

●
早
期
健
全
化
基
準

　

早
期
健
全
化
基
準
を
超
過
し
た
場

合
は
、「
財
政
健
全
化
計
画
」
の
策
定

な
ど
に
よ
り
、
自
主
的
な
改
善
努
力

に
よ
る
財
政
健
全
化
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

●
財
政
再
生
基
準

　

財
政
再
生
基
準
を
超
過
し
た
場
合

は
、「
財
政
健
全
化
計
画
」
策
定
の
ほ
か
、

国
な
ど
の
関
与
で
確
実
に
財
政
の
立

て
直
し
を
図
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
紀
北
町
の
健
全
化
判
断
比
率

①
実
質
赤
字
比
率

　

町
の
標
準
的
な
状
態
に
お
け
る
収

入
額
（
標
準
財
政
規
模
）
に
対
し
て
、

一
般
会
計
な
ど
の
赤
字
が
ど
れ
く
ら

い
あ
る
か
を
示
し
て
い
ま
す
。　
　

※

紀
北
町
で
は
黒
字
の
た
め
実
質
赤

字
比
率
は
生
じ
て
い
ま
せ
ん
。

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

　

一
般
会
計
な
ど
に
加
え
、
水
道
事

業
な
ど
の
公
営
企
業
会
計
を
含
む
全

て
の
特
別
会
計
を
加
え
て
赤
字
が
ど

れ
く
ら
い
あ
る
か
を
示
し
て
い
ま

す
。

※

紀
北
町
で
は
黒
字
の
た
め
連
結
実

質
赤
字
比
率
は
生
じ
て
い
ま
せ
ん
。

③
実
質
公
債
費
比
率

　

標
準
財
政
規
模
に
対
し
て
、
１
年

間
の
実
質
的
な
借
金
の
返
済
額
の
大

き
さ
を
数
値
化
し
、
資
金
繰
り
の
危

険
度
を
示
し
て
い
ま
す
。

※

紀
北
町
で
は
基
準
の
範
囲
内
で
し

た
。

④
将
来
負
担
比
率

　

標
準
財
政
規
模
に
対
し
て
、
将
来

負
担
が
見
込
ま
れ
る
負
債
（
借
入
金

返
済
な
ど
）
の
大
き
さ
を
示
し
て
い

ま
す
。

※

紀
北
町
で
は
基
準
の
範
囲
内
で
し

た
。

●
公
営
企
業
に
係
る
資
金
不
足
比
率

資
金
不
足
比
率
（
水
道
事
業
会
計
）

　

公
営
企
業
会
計
（
水
道
事
業
）
の

資
金
不
足
額
の
大
き
さ
を
示
し
て
い

ま
す
。

※

紀
北
町
で
は
資
金
不
足
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
財
政
課

℡（
46
）
３
１
１
２

④将来負担比率 ( 紀北町・全国・県平均との比較） ③実質公債費比率 ( 紀北町・全国・県平均との比較）

0

20

40

60

80

350

県平均全国平均紀北町

早期健全化基準

15.4%12.9%
1.1%

0

5

10

15

20

25

30

35

県平均全国平均紀北町

財政再生基準

早期健全化基準

6.7% 5.5% 5.2%

健
全
化
判
断
比
率

会
計
別
収
入
・
支
出
及
び

基
金
残
高
等

令和４年度上半期会計別収入・支出、基金および地方債現在高の状況

●令和４年度上半期　基金現在高の状況

●令和４年度上半期　地方債現在高の状況

【1万円未満四捨五入】

取崩額 積立額② 取崩額③
2億8,570万円

39万円
1億3,643万円

0万円
5,063万円
0万円

5億   388万円
2億円

1億8,505万円
0万円
0万円

1,630万円

0万円
0万円
0万円
0万円
0万円
0万円

0万円
0万円
0万円
0万円
0万円
0万円

15億8,956万円
12億3,342万円
27億8,698万円
2億    858万円
6,672万円
4,283万円

15億8,956万円
12億3,342万円
27億8,698万円
2億　858万円
6,672万円
4,283万円

現在高（9月末時点）
①＋②－③

現在高（9月末時点）
①＋②－③

区分 予算額（9月末時点） 執行額（9月末時点）前年度末現在高
①

前年度末現在高
①

財 政 調 整 基 金
減 債 基 金
特 定 目 的 基 金
土 地 開 発 基 金
国 保 会 計 基 金
介護サービス会計基金

町債発行額 元金償還額 町債発行額② 元金償還額③
125億9,500万円
14億   740万円

8億7,880万円
5,880万円

13億8,294万円
1億1,938万円

0万円
0万円

7億   359万円
5,940万円

118億9,141万円
13億4,800万円

予算額（9月末時点） 執行額（9月末時点）区分

一 般 会 計
水 道 会 計

【1万円未満四捨五入】

積立額

●令和４年度上半期　会計別収入・支出の状況（4月1日～9月30日） 【1万円未満四捨五入】
予算額

（9月末時点） 収入済額 執行率 支出済額 執行率

110億5,951万円
20億6,421万円
1億9,065万円
6億3,909万円
3億9,028万円
3億6,728万円
1億1,187万円
2億4,642万円

収入
支出
収入
支出

収益的収支

資本的収支

会　計　名

水道事業会計

54億8,889万円
7億6,757万円
6,158万円
9,313万円

1億4,732万円

0万円

36.0%
33.8%
40.7%
45.0%

22.9%

35.0%

特
別
会
計

39億 8,513万円
6億9,670万円
7,760万円

2億8,791万円

8,420万円

8,633万円

49.6%
37.2%
32.3%
14.6%

37.7%

0.0%

一 般 会 計
国 民 健 康 保 険 事 業
介 護 サ ー ビ ス 事 業
後 期 高 齢 者 医 療

※一般会計および水道事業会計の予算額には、令和3年度繰越明許費分を含んでいます。

町からのおしらせ　～ Information ～
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本
町
で
は
、
平
成
27
年
10
月
１
日

か
ら
ふ
る
さ
と
納
税
に
対
す
る
返
礼

品
制
度
を
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
、
昨

年
度
も
多
く
の
皆
さ
ま
に
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
返
礼
品
の
追
加
に

よ
り
紀
北
町
の
P
R
を
図
り
、
さ
ら

な
る
地
域
の
魅
力
を
発
信
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
P
R
で

き
る
特
産
品
な
ど
を
出
品
し
て
い
た

だ
け
る
地
元
事
業
者
を
募
集
い
た
し

ま
す
。

◆
募
集
期
間

12
月
５
日
（
月
）
〜

　
　
　
　

 

令
和
５
年
１
月
31
日
（
火
）

◆
募
集
特
産
品

①
通
年
提
供
可
能
な
特
産
品

②
冬
季
限
定
特
産
品
（
11
月
か
ら
３

月
ま
で
に
発
送
可
能
な
も
の
に
限
る
）

③
夏
季
限
定
特
産
品
（
７
月
か
ら
９

月
ま
で
に
発
送
可
能
な
も
の
に
限
る
）

◆
応
募
要
件
（
必
須
項
目
）

○
紀
北
町
内
に
事
業
所
（
工
場
を
含

む
）
が
あ
る
方

○
紀
北
町
の
P
R
に
つ
な
が
り
、
か

つ
町
内
で
製
造
、
加
工
、
採
取
、
栽
培
、

販
売
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
行
っ
て
い

る
商
品
を
取
り
扱
う
企
業
ま
た
は
個

人
事
業
主

○
２
月
に
行
わ
れ
る
選
考
会
に
必
ず

出
席
し
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
き

る
方
（
夏
季
限
定
特
産
品
応
募
者
を

除
く
）

○
地
方
税
法
、
J
A
S
法
、
食
品
表
示

法
、
食
品
衛
生
法
な
ど
の
法
令
を
順
守

し
て
い
る
地
場
産
品
で
あ
る
こ
と

　

地
場
産
品
要
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
商
品
は
、
完
成
品
の
み
と
す
る
。

（
食
品
表
示
が
未
確
認
の
も
の
、
開
発

中
の
も
の
は
不
可
）

※

食
品
表
示
は
、
選
考
会
ま
で
に
保

健
所
な
ど
で
承
認
を
得
た
も
の
を
提

出
す
る
こ
と

○
発
送
実
績
の
あ
る
商
品
は
、
発
送

す
る
状
態
で
選
考
会
に
持
参
す
る
こ

と

○
発
送
実
績
の
な
い
商
品
は
、
発
送

試
験
と
し
て
選
考
会
前
日
に
観
光
協

会
に
到
着
す
る
よ
う
発
送
す
る
こ
と

○
審
査
通
過
後
、
写
真
撮
影
時
に
商

品
を
無
償
提
供
で
き
る
方

○
１
事
業
者
あ
た
り
、
10
品
ま
で
と

す
る
。

◆
選
考
会
日
程

令
和
５
年
２
月
予
定

※

夏
季
限
定
特
産
品
の
選
考
会
に
つ

い
て
は
、
令
和
５
年
４
月
以
降
に
実

施◆
申
請
書
類
お
よ
び
提
出
先

必
要
な
申
請
書
類

○
ふ
る
さ
と
納
税
特
産
品
等
申
請
書

○
商
品
画
像

〇
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
掲
載
内
容
確
認

書○
食
品
表
示
確
認
書

○
商
品
発
送
時
に
同
梱
す
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
な
ど　

※

申
請
書
な
ど
の
様
式
お
よ
び
記
入

例
は
、
紀
北
町
ま
た
は
観
光
協
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

提
出
先
お
よ
び
方
法

（
一
社
）
紀
北
町
観
光
協
会

（
道
の
駅
紀
伊
長
島
マ
ン
ボ
ウ
内
）

に
持
参
ま
た
は
、
メ
ー
ル
で
提
出

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
財
政
課

℡（
46
）
３
１
１
２

（
一
社
）
紀
北
町
観
光
協
会

℡（
46
）
３
５
５
５

E-m
ail

furusato@
kihoku-kanko.com

紀
北
町
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

「
特
産
品
出
品
事
業
者
」
募
集

町からのおしらせ　～ Information ～

● 特産品の商品価格には、発送用の梱包代などの料金が全て含
　 まれているものとします。（ただし送料は除く）

● 送料は、紀北町にて全て負担いたします。

● 特産品の商品価格は、下記のとおりです。

　 〇常温の場合…………1,500 円以上 99,000円以下（税込み）
　 〇冷蔵・冷凍の場合…3,000 円以上 99,000円以下（税込み）
　 ※寄付額については、町で決定いたします。

● 新規参入をご検討の方は、ご説明をさせていた
　 だきますので、申請前にご連絡ください。

募集する特産品について
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●特設人権相談

▷日時・場所　12 月 7日（水）　午前 10 時～ 11 時 30 分　生涯学習センター

● 人権擁護委員

▷紀伊長島地区　上野まみ、服部峰穂、東　誠康、石原澄子

▷海山地区　松島保秀、芝原孝史、直江ひとみ、海上美香

　インターネット上での誹謗中傷や、差別を助長するような情報の発信は、いまだ後を絶たず、SNS上でのいじめも取り返
しのつかない重大な人権侵害につながるものであり、決してあってはならないものです。また、新型コロナウイルス感染症
を克服するためには、偏見や差別の問題とも向き合わなければなりません。そして、いじめや虐待などの子どもの人権問題、
女性や高齢者、障がいを理由とする問題などさまざまな人権課題が依然として存在していますが、これらは決して、自分以
外の「誰かのこと」、「自分には関係のないこと」ではありません。
　人権擁護機関では、人権問題を誰かの問題ではなく、自分の問題として捉え、互いに人権を尊重し合うことのたいせつさ
を認識し、他人の人権にも配慮した行動をとることができるよう、「『誰か』のことじゃない。」を啓発活動重点目標に掲げ、
人権啓発活動を展開しています。

　家庭の問題、隣近所のもめごと、いじめや体罰、職場でのセクハラ・パワハラ、DV などで
お悩みの方は、人権擁護委員または相談所へご相談ください。相談は無料で秘密は厳守します。

人権擁護委員はあなたの地域の身近な相談相手です

こちらでも人権相談を受け付けています

津地方法務局熊野支局・熊野人権擁護委員協議会　℡0597（85）2310
本庁住民課　℡（46）3117　海山総合支所住民室　℡（32）3902

問い合わせ

みんなの人権110番
TEL  0570-003-110

子どもの人権 110 番
TEL  0120-007-110

さまざまな人権問題に関する相談はこちら いじめ・虐待など子どもの人権の相談はこちら

女性の人権ホットライン
TEL  0570-070-810

職場でのセクハラ・家庭内暴力など女性の相談はこちら 外国語での人権相談はこちら（10言語対応）

ます。

人権啓発キャッチコピー

『 誰か 』のこと じゃない。

外国語人権相談ダイヤル
TEL  0570-090-911

https : //www.jinken.go.jp/インターネットでも相談を受け付けています

『 第74回人権週間』   12月 4 日～10日

ひぼう
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今年の年末・きいながしま港市は、新型コロナウイルスによ
り打撃を受けた観光業・商工業の活性化につなげ、景気の回復
を図ることを目的に、新型コロナウイルス感染症対策を実施し
た上で、開催いたします。海からすぐの会場には60以上のブー
スが軒を連ね、鮮度抜群の魚介類をはじめ、紀北町の特産品な
どを多数そろえています。ぜひご来場ください。
※新型コロナウイルス感染拡大の状況により中止する場合がご
ざいます。
※イベントの情報など詳しくはお問い合わせいただくかホーム
ページをご確認ください。

期間　12 月 23日（金）～ 30 日（金）

　　　午前 9 時～午後 2 時

場所　長島港内特設会場

令和５年紀北町消防出初式を次のとおり開催します。

日時 令和 5年 1月 4日（水）午前10 時～

場所　東長島スポーツ公園グラウンド※雨天時は東長島公民館

アトラクション

○消防団員によるアトラクション放水

○餅まき

【問い合わせ】年末きいながしま港市実行委員会　℡ 090（4865）5303

年末・きいながしま港市開催！年末・きいながしま港市開催！

【問い合わせ】本庁危機管理課　℡（46）3114　海山総合支所総務室　℡（32）3901

紀北町消防出初式紀北町消防出初式

有料広告

ホームページはこちら
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健
康
へ
の
第
一
歩
！

　

年
末
も
い
よ
い
よ
近
づ

い
て
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、

運
動
不
足
を
解
消
で
き
て

い
ま
す
か
？

　

今
回
は
姿
勢
改
善
、
体

幹
を
整
え
る
コ
ア
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
教
室
の

ご
紹
介
で
す
。
こ
の
教
室

に
は
「
ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー

ル
教
室
」
と
「
ヒ
メ
ト
レ

教
室
」
の
二
つ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
あ
り
ま
す
。

◆
ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
教
室

　

ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
と

呼
ば
れ
る
円
柱
状
の
ク
ッ

シ
ョ
ン
を
使
っ
て
行
う
運

動
で
す
。
特
に
、ク
ッ
シ
ョ

ン
に
乗
っ
て
ス
ト
レ
ッ
チ

や
運
動
を
す
る
こ
と
で
姿

勢
改
善
に
効
果
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
終
わ
っ
た
後
の

リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
も
す
ご

い
と
評
判
で
す
よ
！

◆
ヒ
メ
ト
レ
教
室

ヒ
メ
ト
レ
と
呼
ば
れ
る

ク
ッ
シ
ョ
ン
を
使
っ
て
行

う
運
動
で
す
。
ヒ
メ
ト
レ
の

上
に
座
っ
て
運
動
を
す
る

こ
と
で
、
骨
盤
底
筋
を
は

じ
め
と
す
る
骨
盤
回
り
の

筋
肉
が
鍛
え
ら
れ
ま
す
。

ウ
エ
ス
ト
シ
ェ
イ
プ
効
果

や
排
尿
排
せ
つ
機
能
向
上

の
効
果
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

◆
紀
北
健
康
セ
ン
タ
ー
の

ご
紹
介

紀
北
健
康
セ
ン
タ
ー
で

は
、
毎
週
月
曜
日
の
午
前

10
時
30
分
か
ら
11
時
15
分
ま

で
「
ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
教

室
」
を
、
毎
週
金
曜
日
午
後

１
時
30
分
か
ら
２
時
15
分

ま
で
「
ヒ
メ
ト
レ
教
室
」
を

開
講
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ

ン
グ
教
室
で
姿
勢
や
体
調

を
整
え
て
、
運
動
不
足
を

解
消
し
ま
し
ょ
う
！

【
問
い
合
わ
せ
】

紀
北
健
康
セ
ン
タ
ー

℡（
31
）
０
２
１
０

教
育
委
員
会
本
庁
生
涯
学

習
課　

℡（
46
）
３
１
２
５

紀
北
健
康
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
し
ら
せ

ストレッチポール（大）とヒメトレ（小）

ストレッチポールでリラックス

ヒメトレ教室の様子／
藤倉貴子インストラクター

　東紀州環境施設組合では、組合で整備予定である新たな可燃ごみ処理施設の整備内容などをまとめた「東紀州広域ごみ処
理施設整備基本計画」の策定を進めています。このたび、計画案がまとまりましたので、次のとおり計画案への意見を募集
します。

▷募集期間　12 月 16 日（金）まで ※必着

▷提出資格　紀北町・尾鷲市・熊野市・御浜町・紀宝町に在住または通勤・通学している方および利害関係者

▷提出方法　所定の様式に住所・氏名・連絡先・意見を記入し、組合へ直接提出、郵送、FAX または Eメールにより提出し

　　　　　　てください。

▷提出先　 〒519-3671　尾鷲市矢浜３丁目２番３号　東紀州環境施設組合　FAX（49）0081

　　　　　 Eメール：higashikishu-k5@gaea.ocn.ne.jp

▷計画案の縦覧および様式配布

　計画案および意見様式については、組合のほか、本庁環境管理課、海山総合支所福祉環境室で

縦覧・配布しています。（土・日曜日は除く）また、組合ホームページにも掲載しています。

▷注意事項　所定の様式、方法によらないご意見はお受けいたしかねますので、ご了承ください。

パブリックコメント募集のおしらせ

問い合わせ　東紀州環境施設組合　℡（49）0080

募集

ホームページはこちら
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Kihoku PlaybackNews
&

Topics まちの話題

スマホ教室

　電子申請など行政サービスのデジタル化に向けてス

マートフォンを使いこなしてもらおうとスマホ教室が行

われました。

10/27　生涯学習センター

総合防災訓練

　総合防災訓練が行われ、町内の各施設で津波を想定し

た防災訓練が実施されました。赤羽中学校では物資輸送

や避難所開設訓練が行われました。

10/23　町内

昭和の縁日

　 3 年ぶりに昭和の縁日が開催されました。射的やかた抜きなどの懐かしい出店が並び子どもたちは目を輝かせて遊ん

でいました。

10/29 　長島多目的会館・長楽寺
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芋掘り

　石倉さんのサツマイモ畑で芋掘り体験が行われました。

収穫後は焼き芋がふるまわれ、子どもたちは収穫の喜び

を味わっていました。

11/3　便ノ山地区

ちびっ子グラウンド・ゴルフ

　小学生を対象にちびっ子グラウンド・ゴルフが開催さ

れました。参加者は狙いを定めてボールを打ち、うまく

打てるとうれしそうにボールに駆け寄っていました。

10/30　東長島スポーツ公園グラウンド

三重  紀北  SEA TO SUMMIT

　町内で三重 紀北 SEA TO SUMMITが 3 年ぶりに開催されました。これは海、里、山を人力のみで進む中でかけがえの

ない環境について考えるイベントで、紀伊長島地区の城ノ浜をカヤックで出発し、大白海岸からは自転車に乗り換え、

種まき権兵衛の里駐車場からは徒歩で便石山を目指すものです。雨天の中での開催となりましたが参加者は紀北町の自

然を満喫していました。

11/12、13　町内（紀伊長島地区～海山地区）
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町
営
住
宅
の
入
居
希
望
者
を
募
集

し
ま
す
。

入
居
予
定
日　

令
和
５
年
２
月
15
日
（
水
）

応
募
期
間　

12
月
１
日
（
木
）
〜
14
日
（
水
）

※

応
募
者
が
募
集
戸
数
に
満
た
な
い

場
合
は
、
随
時
募
集
と
し
ま
す
。

募
集
団
地
・
間
取
り
・
家
賃
（
月
額
）

〇
前
桂
団
地　

１
〜
３
階
各
１
戸

３
Ｄ
Ｋ（
和
２
・
洋
１
・
Ｄ
Ｋ
・
浴
室
・

洗
面
・
ト
イ
レ
）

２
０
，
８
０
０
〜
３
０
，
９
０
０
円

〇
小
山
団
地　

１
戸

３
Ｄ
Ｋ（
和
３
・
Ｄ
Ｋ
・
浴
室
・
洗
面
・

ト
イ
レ
）

１
６
，
１
０
０
〜
２
４
，
０
０
０
円

※

申
し
込
み
多
数
の
と
き
は
選
考
に

な
り
ま
す
。

※

収
入
に
よ
っ
て
家
賃
が
変
わ
り
ま

す
。

※

ほ
か
に
も
随
時
募
集
し
て
い
る
町

営
住
宅
が
あ
り
ま
す
。

※

応
募
基
準
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

本
庁
建
設
課

℡（
46
）
３
１
２
０

海
山
総
合
支
所
産
業
建
設
室

℡（
32
）
３
９
０
３

　

防
衛
省
・
自
衛
隊
で
は
、
高
等
工

科
学
校
生
徒
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
「
高
等
工
科
学
校
」
は
将
来
の
技
術

的
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
な
陸
上
自
衛
官

を
養
成
す
る
学
校
で
す
。
提
携
す
る

通
信
制
高
等
学
校
の
卒
業
資
格
を
取

得
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
卒
業
後
、

士
長
に
任
官
し
、
約
１
年
後
に
は
３

曹
に
昇
進
し
ま
す
。

応
募
資
格

15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
者

受
付
期
間　

令
和
５
年
１
月
６
日
（
金
）
ま
で

試
験
日

○
一
次
試
験

令
和
５
年
１
月
14
日
（
土
）
ま
た
は

15
日
（
日
）
の
い
ず
れ
か
１
日

○
二
次
試
験

令
和
５
年
１
月
26
日
（
木
）
〜
29
日

（
日
）
の
い
ず
れ
か
１
日

※

受
験
の
申
し
込
み
や
試
験
内
容
に

つ
い
て
は
、
自
衛
隊
熊
野
地
域
事
務

所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

自
衛
隊
熊
野
地
域
事
務
所

℡
０
５
９
７
（
85
）
２
２
１
４

本
庁
住
民
課

℡（
46
）
３
１
１
７

　

納
期
限
を
過
ぎ
て
も
国
民
健
康
保

険
料
の
納
付
が
確
認
で
き
な
い
方
に

対
し
、
町
が
委
託
し
た
民
間
事
業
者

（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ア
ク
ト
Ｐ

ｒ
ｏ
Ｃ
Ｘ
）
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
電

話
で
納
付
の
呼
び
か
け
を
行
い
ま
す
。

　

未
納
金
に
つ
い
て
は
十
分
調
査
し

て
い
ま
す
が
、
実
際
の
支
払
い
か
ら

納
付
の
確
認
ま
で
に
は
時
間
が
か
か

り
ま
す
。
す
で
に
支
払
い
済
み
で
も
、

行
き
違
い
で
呼
び
か
け
が
行
わ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

実
施
期
間　

12
月
お
よ
び
令
和
５
年
３
月
（
年
末

を
除
く
）

○
月
〜
土
曜
日

　

午
前
９
時
〜
午
後
８
時

○
日
曜
日
、
祝
日

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※

電
話
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
、「
三
重
県

国
民
健
康
保
険
料
収
納
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
の
〇
〇
と
申
し
ま
す
」
と
名
乗

り
呼
び
か
け
を
行
い
ま
す
が
、
特
定

の
口
座
へ
の
振
り
込
み
を
お
願
い
し

た
り
、
訪
問
し
て
集
金
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
な
り
す
ま
し
詐
欺
」
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
住
民
課

℡（
46
）
３
１
１
７

　

令
和
５
年
１
月
か
ら
軽
自
動
車
税

納
付
確
認
シ
ス
テ
ム
（
軽
Ｊ
Ｎ
Ｋ
Ｓ
）

で
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
納
付

確
認
が
電
子
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

二
輪
の
小
型
自
動
車
を
除
く
軽
自
動

車
は
、
車
検
の
際
に
納
税
証
明
書
を

提
示
す
る
こ
と
が
原
則
不
要
に
な
り

ま
す
。

　

軽
Ｊ
Ｎ
Ｋ
Ｓ
で
納
付
確
認
が
で
き

る
ま
で
納
付
日
か
ら
２
週
間
程
度
か

か
り
ま
す
。
納
付
後
す
ぐ
に
車
検
を

受
け
る
場
合
な
ど
は
、
従
来
ど
お
り

納
税
証
明
書
の
提
示
が
必
要
で
す
。

〈
納
税
証
明
書
が
必
要
な
場
合
〉

〇
納
付
し
た
ば
か
り
で
軽
Ｊ
Ｎ
Ｋ
Ｓ

へ
納
付
情
報
が
ま
だ
登
録
さ
れ
て
い

な
い

〇
対
象
車
両
に
過
去
の
未
納
が
あ
る

な
ど

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
税
務
課

℡（
46
）
３
１
１
８

海
山
総
合
支
所
住
民
室

町
営
住
宅

入
居
希
望
者
募
集

建
設
課 募 

集

自
衛
官
等
募
集

（
令
和
５
年
４
月
採
用
）

自
衛
隊
熊
野
地
域
事
務
所

三
重
県
国
民
健
康
保
険
料

収
納
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
ま
す 住

民
課

車
検
時
の
軽
自
動
車
税

納
税
証
明
書
の
提
示
が

原
則
不
要
に
な
り
ま
す

税
務
課

お
し
ら
せ
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℡（
32
）
３
９
０
２

実
施
期
間

12
月
１
日
（
木
）
〜
10
日
（
土
）

運
動
の
重
点

①
高
齢
者
と
子
ど
も
の
交
通
事
故
防

止②
横
断
歩
道
に
お
け
る
歩
行
者
優
先

の
徹
底

③
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

④
飲
酒
運
転
の
根
絶

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
危
機
管
理
課

℡（
46
）
３
１
１
４

海
山
総
合
支
所
総
務
室

℡（
32
）
３
９
０
１

　

母
子
家
庭
、
父
子
家
庭
お
よ
び
寡

婦
の
方
の
生
活
の
安
定
と
向
上
を
図

る
た
め
、
貸
付
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。

〇
母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金

　

母
子
家
庭
、
父
子
家
庭
、
寡
婦
の

方
の
経
済
的
自
立
を
図
る
制
度
と
し

て
、
母
子
お
よ
び
父
子
な
ら
び
に
寡

婦
福
祉
法
に
基
づ
い
て
、
無
利
子
ま

た
は
低
利
で
資
金
を
お
貸
し
す
る
も

の
で
す
。

〇
修
学
資
金

　

高
等
学
校
、
大
学
な
ど
に
就
学
す

る
た
め
に
直
接
必
要
な
授
業
料
、
通

学
費
な
ど
に
充
て
る
た
め
の
も
の
で

す
。

（
例
）
国
公
立
の
大
学
の
場
合

貸
付
限
度
額
（
月
額
）

自
宅　
　
　

７
１
，
０
０
０
円

自
宅
外　

１
０
８
，
５
０
０
円

〇
就
学
支
度
資
金

　

高
等
学
校
、
大
学
な
ど
の
学
校
に

入
学
、
ま
た
は
修
業
施
設
に
入
所
す

る
の
に
直
接
必
要
と
す
る
費
用
に
す

る
た
め
の
も
の
で
す
。

（
例
）
国
公
立
の
大
学
の
場
合

貸
付
限
度
額

自
宅　
　

４
１
０
，
０
０
０
円

自
宅
外　

４
２
０
，
０
０
０
円

※

私
立
大
学
や
専
修
学
校
、
高
等
学

校
な
ど
も
そ
れ
ぞ
れ
限
度
額
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
ほ
か

に
も
、
用
途
に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な

貸
付
金
が
あ
り
ま
す
。

※

高
等
教
育
の
就
学
支
援
新
制
度
に

よ
る
支
援
を
受
け
る
場
合
は
、
貸
付

限
度
額
か
ら
授
業
料
な
ど
の
減
免
や

給
付
型
奨
学
金
の
額
に
相
当
す
る
額

を
控
除
し
ま
す
。

※

対
象
者
の
条
件
な
ど
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

申
請
前
に
母
子
・
父
子
自
立
支
援

員
に
よ
る
面
談
を
受
け
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
、
申
請
に
は
提
出
期
限

が
あ
り
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方

は
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

三
重
県
紀
北
福
祉
事
務
所

℡（
23
）
３
４
３
２

本
庁
福
祉
保
健
課

℡（
46
）
３
１
２
２

海
山
総
合
支
所
福
祉
環
境
室

℡（
32
）
３
９
０
４

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
買
っ
た
け
ど
、

操
作
方
法
が
わ
か
ら
な
い
な
ど
の
お

悩
み
を
お
持
ち
の
方
を
対
象
に
相
談

窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

対
応
可
能
な
相
談
内
容
は
初
歩
的

な
こ
と
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

会
場
・
日
時

〇
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

12
月
14
日
（
水
）

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

〇
東
長
島
公
民
館

12
月
14
日
（
水
）

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

申
し
込
み

東
長
島
公
民
館

℡（
47
）
２
２
２
９

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

℡（
32
）
３
９
１
５

※

必
ず
前
日
ま
で
に
予
約
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

教
育
委
員
会
本
庁
生
涯
学
習
課

℡（
46
）
３
１
２
５

　

令
和
５
年
度
紀
北
町
・
尾
鷲
市
内

の
公
立
小
・
中
学
校
の
「
講
師
（
養

護
助
教
諭
を
含
む
）」「
臨
時
学
校
栄

養
職
員
」「
臨
時
事
務
職
員
」
と
し
て

登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
を
対
象
に
、

説
明
会
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
当
日

は
、
必
ず
マ
ス
ク
を
し
て
い
た
だ
き
、

会
場
の
換
気
に
備
え
て
温
か
い
服
装

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時

令
和
５
年
１
月
15
日
（
日
）

午
後
２
時
〜

受
付　

午
後
１
時
30
分
〜

会
場

東
長
島
公
民
館
１
階
ホ
ー
ル

申
込
期
間

令
和
５
年
１
月
６
日
（
金
）
ま
で

※

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

（
12
月
29
日
〜
翌
年
１
月
３
日
）
を
除

く
。

申
し
込
み
方
法

　

教
育
委
員
会
で
講
師
等
登
録
関
係

書
類
一
式
を
受
け
取
り
、
必
要
書
類

に
ご
記
入
の
上
、「
免
許
状
の
写
し
（※

臨
時
事
務
職
員
希
望
の
方
は
不
要
）」

年
末
の
交
通
安
全

県
民
運
動

危
機
管
理
課

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど

へ
の
支
援
の
お
し
ら
せ

福
祉
保
健
課

初
め
て
の
ス
マ
ホ

相
談
窓
口

生
涯
学
習
課

小
・
中
学
校
講
師
等

登
録
説
明
会

学
校
教
育
課
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を
添
え
て
、
市
町
教
育
委
員
会
ま
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
説
明

会
当
日
に
課
題
論
文
の
作
成
お
よ
び

面
接
を
実
施
し
ま
す
。

募
集
職
種

講
師
、
養
護
助
教
諭
、
臨
時
学
校
栄

養
職
員
、
臨
時
事
務
職
員

※

登
録
を
募
集
す
る
種
別
で
す
。
任

用
の
有
無
や
任
用
人
数
な
ど
は
説
明

会
以
降
に
決
ま
り
ま
す
。

勤
務
形
態　

常
勤
・
非
常
勤

応
募
資
格

小
学
校
教
諭
普
通
免
許
状
、
中
学
校

教
諭
普
通
免
許
状
、
養
護
教
諭
免
許

状
、
栄
養
教
諭
免
許
状
、
栄
養
士
免

許
状
の
い
ず
れ
か
を
有
す
る
者

※

令
和
５
年
３
月
31
日
時
点
で
取
得

見
込
み
の
方
も
可

※

免
許
状
の
有
効
期
限
切
れ
に
は
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
な
お
、
臨
時
事
務

職
員
は
右
記
の
免
許
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
】

教
育
委
員
会
本
庁
学
校
教
育
課

℡（
46
）
３
１
２
４

　
（
一
社
）
東
紀
州
地
域
振
興
公
社
で

は
、
東
紀
州
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

を
対
象
に
、「
観
光
地
域
づ
く
り
に
関

す
る
住
民
意
識
調
査
」
を
実
施
し
ま

す
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

調
査
期
間

12
月
１
日
（
木
）
〜
30
日
（
金
）

調
査
内
容

東
紀
州
地
域
の
観
光
地
域
づ
く
り
に

関
す
る
意
識
調
査

調
査
目
的

東
紀
州
地
域
に
お
住
ま
い
の
方
々
の

観
光
地
域
づ
く
り
に
対
す
る
意
識
な

ど
を
把
握
し
、
今
後
の
観
光
施
策
に

生
か
す
た
め

対
象

東
紀
州
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

回
答
方
法

Q
R
コ
ー
ド
か

ら
W
E
B
上
の

専
用
フ
ォ
ー
ム

に
て
回
答
し
て

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

（
一
社
）
東
紀
州
地
域
振
興
公
社　

観
光
課

℡
０
５
９
７
（
89
）
６
１
７
２

　

三
重
県
多
重
債
務
者
対
策
協
議
会

主
催
の
借
金
の
お
悩
み
電
話
相
談
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
電
話
相
談
は
無
料

で
ご
家
族
や
知
人
の
方
か
ら
の
相
談

も
可
能
で
す
。
法
律
の
専
門
家
が
直

接
お
話
を
伺
い
ま
す
。

相
談
日
時

12
月
４
日
（
日
）・
11
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

対
応

弁
護
士
（
三
重
弁
護
士
会
）
ま
た
は

司
法
書
士
（
三
重
県
司
法
書
士
会
）

相
談
電
話

℡
０
５
９
（
２
２
４
）
３
１
８
０

※

相
談
日
当
日
の
み
の
専
用
ダ
イ
ヤ

ル
で
す
。
相
談
は
無
料
で
す
が
通
話

料
が
か
か
り
ま
す
。
ま
た
、
30
分
程

度
を
限
度
に
お
伺
い
し
ま
す
。
開
始

時
間
直
後
は
相
談
が
集
中
し
、
つ
な

が
り
に
く
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

三
重
県
環
境
生
活
部
く
ら
し
・
交
通

安
全
課

℡
０
５
９
（
２
２
４
）
２
４
０
０

が
ん
患
者
さ
ん
や
家
族
が
集
ま
っ

て
交
流
や
情
報
交
換
を
し
ま
す
。

　

同
じ
病
気
の
方
の
話
を
聞
い
た
り
、

悩
み
を
聞
い
て
も
ら
っ
た
り
し
な
が

ら
療
養
生
活
の
ヒ
ン
ト
や
工
夫
を
見

つ
け
て
く
だ
さ
い
。
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

日
時

12
月
23
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

尾
鷲
市
中
央
公
民
館

参
加
費　

無
料

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

三
重
県
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
０
５
９
（
２
２
３
）
１
６
１
６

回答はこちらから

借
金
の
お
悩
み

電
話
相
談

三
重
県
環
境
生
活
部

観
光
地
域
づ
く
り
に

関
す
る
住
民
意
識
調
査

へ
の
協
力
の
お
願
い

（
一
社
）
東
紀
州
地
域
振
興
公
社

有料広告

が
ん
患
者
と
家
族
の
方

の
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン

（
要
申
込
）
in
東
紀
州

三
重
県
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

25 広報きほく2022年12月号
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けんこうの広場

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

終
息
が
見
え
な
い
中
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
流
行
す
る
シ
ー
ズ
ン
に
な
り

ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
同
時
流

行
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
感
染
症
に
も
注

意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
感
染

症
の
基
本
的
な
予
防
対
策
は
同
じ
で

す
。
感
染
を
広
げ
な
い
た
め
に
、
引

き
続
き
、
一
人
一
人
が
感
染
対
策
に

取
り
組
む
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
。

【
基
本
的
な
予
防
対
策
】

　

手
洗
い
は
ハ
ン
ド
ソ
ー
プ
と
流
水

で
30
秒
洗
う
だ
け
で
、
手
に
付
着
し

た
ウ
イ
ル
ス
を
１
万
分
の
１
に
ま
で

減
ら
せ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
手
洗
い
を
２
回
繰
り
返
す

こ
と
で
、
よ
り
ウ
イ
ル
ス
を
減
ら
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い
て
も
、
隙

間
が
な
い
よ
う
に
鼻
と
口
の
両
方
を

確
実
に
覆
い
ま
し
ょ
う
。

　

感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
に
ワ
ク

チ
ン
接
種
は
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
と

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
は
同
時

接
種
が
可
能
で
す
。
た
だ
し
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
以
外
の
ワ
ク

チ
ン
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
と

同
時
接
種
は
で
き
ま
せ
ん
。（
互
い
に
、

片
方
の
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
か
ら

２
週
間
後
に
接
種
可
能
）

〇
室
内
の
適
切
な
湿
度
（
50
〜
60
％
）

を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

〇
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
食
事

と
十
分
な
睡
眠
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

〇
三
つ
の
密
（
密
閉
・
密
集
・
密
接
）

を
避
け
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン

ス
（
人
と
の
距
離
）
を
保
ち
ま
し
ょ

う
。

〇
こ
ま
め
な
換
気
を
し
ま
し
ょ
う
。

ワ
ク
チ
ン
接
種

そ
の
他

今
年
の
冬
至
は

12
月
22
日
（
木
）
で
す

　

冬
至
に
は
、
昔
か
ら
ゆ
ず
湯

に
入
っ
て
、
カ
ボ
チ
ャ
を
食
べ

る
こ
と
が
有
名
で
す
が
、
そ
の

他
に
も
『
運
盛
り
』
と
い
っ
て

『
ん
』
の
付
く
も
の
を
食
べ
る

こ
と
で
運
を
呼
び
込
め
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
言
葉

の
中
に
二
つ
『
ん
』
が
付
く
食

べ
物
は
特
に
運
を
呼
び
込
む
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

栄
養
面
か
ら
み
て
も
ビ
タ
ミ

ン
A
・
C
・
E
や
食
物
繊
維
が

豊
富
な
食
材
で
す
。
お
鍋
や
煮

物
な
ど
に
し
て
体
の
中
か
ら
温

め
て
、
風
邪
予
防
や
冬
の
健
康

維
持
に
役
立
て
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？

感
染
症
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
!!

丁
寧
な
手
洗
い
を
し
ま
し
ょ
う

マ
ス
ク
は
正
し
く

着
用
し
ま
し
ょ
う

1/100 万1/1 万1/100

約数個約数個約数百個約数百個約 1 万個約 1 万個約 100 万個約 100 万個

手洗いなし 流水のみ
ハンドソープ 15秒

流水 15 秒
ハンドソープ 15秒
流水 15 秒 2セット

１. なんきん（カボチャのこと）

２. れんこん（蓮根）

３. にんじん（人参）

４. ぎんなん（銀杏）

５. きんかん（金柑）

６. かんてん（寒天）

７. うんどん（うどんの昔の呼び方）
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けんこうの広場

けんこうの広場に関する問い合わせ、申し込みは本庁福祉保健課（℡46-3122）
または海山総合支所福祉環境室（℡32-3904）までお願いします。

内容：妊婦さんとその配偶者（パートナー）を対象に、助産
師による妊娠中の健康管理などの話や、おむつ交換などの育
児体験を実施します。
持ち物：母子健康手帳、筆記用具

町内の「 健康 」に関するイベントや、最新情報をお届けします！

12 月の健康カレンダー

お子さまのイベント

●  パパママ教室
日時：12 月 22 日（木）午前 10 時～ 11 時
場所：東長島公民館
申し込み：12 月 16 日（金）まで

お父さんお母さんのイベント

問い合わせ

診療時間　午前9時～午後5時
※受診希望の方は、事前に電話でご連絡ください。
※日程や時間は変更がある場合がありますので
ご注意ください。

●詳しくは、救急医療情報センター
（℡ 059-229-1199）にお問い合わせください。

こころの健康相談

紀北医師会休日診療当番表

日時・場所　ご相談に応じます。
対象 こころの健康に関する悩みを持つ方やご家族

か と う 小 児 科

日

日

日

12/4

12/18

12/25

月日 曜日 病 院　名

℡47-3341

電　　話

※上記以外は、尾鷲総合病院で対応します。

● 幼児健診※
日程：12 月 8 日（木）
場所：海山公民館
申し込み：不要　
※対象者には通知を郵送します。忘れず受診してください。
※1 歳 6カ月児健診、2 歳 6カ月児歯科健診、3 歳 6カ月児健
診を幼児健診として同日に実施します。

● すくすく子育て相談
日時：12 月 21 日（水）午前 10 時～10 時 30 分
場所：海山総合支所けんこうの広場
申し込み：不要
内容：子育てに関する各種相談、身体計測
持ち物：母子健康手帳

元気づくり推進員とは、『ちょい減らし＋10 チャ
レンジ』の普及など地域の中で健康づくり活動を
推進していただく方です。ぜひご応募ください。
【委嘱期間】
令和 5年 4月 1日（土）から 2年間
※年謝礼があります。
【対象】　
18歳以上の町内に住民票を有する方で、健康づく
りを自ら実践している方、またはこれから実践し
ようとしている方
【募集人数】　数名
【募集期間】　12 月 28 日（水）まで
【申し込み方法】　電話または窓口で
お申し込みください。

　町では、抗体保有率の低い昭和 37 年 4 月 2日
から昭和 54 年4月1日生まれの男性を対象に、抗
体検査と抗体のない方は予防接種を無料で受け
られるクーポン券を送付しています。風しんは、
成人がかかると症状が重くなることがあります。
　また、妊娠初期の妊婦さんに感染させてしまう
と、生まれてくる赤ちゃんの目や耳、心臓に障が
いが起きることがあります。クーポン券をまだ利
用していない方は、あなた自身と、これから生まれ
てくる世代の子こどもを
守るために、ぜひクーポ
ン券を使って風しん抗体
検査と予防接種をお受け
ください！
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12 月の新刊案内図書室だより

海山図書室から 紀伊長島図書室から

「図書名」/著者名

■一般図書
「栞と嘘の季節」/米澤穂信
「てきとう和尚が説く この世の歩き方 心がスッと軽く
なる40のお話」/浦上哲也
「へとへとパン 小麦粉を使わない白崎茶会のかんたんレ
シピ」/白崎裕子

■児童図書
「クリスマスのおとしもの」/えがしらみちこ
「てあらイーモ うがイーモ」/わたなべあや
「なりたいわたし」/村上しいこ

KIHOKU TOWN LIBRARY

「図書名」/著者名

■一般図書
「老害の人」/内館牧子
「ひとり酒、ひとり温泉、ひとり山」/月山もも
「最期まで在宅おひとりさまで機嫌よく」/上野千鶴子

■児童図書
「クリスマスってなあに？」/ジョーン・G・ロビンソン
「ピカチュウとよるのたんけん」/まつおりかこ
「へんしんロボット」/あきやまただし

「特殊清掃人」
中山七里

誰もいなくなった部屋にこそ、住んでい
た者のうそのない生きざまが現れる─。
特殊清掃業者〈エンドクリーナー〉には、
日々、さまざまな依頼が押し寄せる。彼
らの仕事をとおして、死者が抱えていた
さまざまな事情が浮かび上がる。

「新生児科医・小児科医ふらいと
先生の子育て『これってほんと？』
答えます」
今西洋介

ネットで見かけるうわさや古い育児の情報な
ど、時にお母さんを不安にさせることもある
子育ての疑問に12人の専門家がエビデンスに
もとづいた答えを示してくれます。お母さ
ん、お父さんはもちろん子育てに関わる全て
の人のミカタとなってくれる1冊です。

● 海山図書室・紀伊長島図書室
　   【開室時間】火～金曜日 /午前９時～午後６時　土・日曜日 /午前９時～午後５時 ※正午～午後１時閉室
　   【休室日】月曜日、祝日、年末年始（12月29日～翌年1月 3日）

※返却期限を過ぎている本をお持ちの方は、返却をお願いします。
【問い合わせ】　海山図書室  ℡ 32-3915 ／ 紀伊長島図書室  ℡ 47- 3906

クリスマス特集
クリスマスが近づくとなんだかウキウキし
ますね♪
海山図書室では “クリスマスを楽しもう！”
と、さまざまな企画を行っています。
本で作ったブックツリーや、クリスマス絵
本のアドベントカレンダーが登場！
また、クリスマスに読みたい絵本や小説も
展示中です！

開催期間：12 月 1日（木）～25日（日）

「よみきかせの会」や
イベント情報は

紀北町生涯学習センターの
ホームページから
ご覧ください。

※ホームページはQRコードから



29 広報きほく2022年12月号

戸籍の窓
【令和4年10月1日～31日受付分】

（敬称略）
本人または、親族の方の了承を得て掲載しています。
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弁護士による無料法律相談を次のとおり 2会
場にて開催します。困り事、争い事の法律的な
ご相談をお受けします。秘密は厳守します。お
気軽にご相談ください。

※相談時間は１名30 分以内で、定員は各場所５
名です。相談を希望される方は、前日までにご
予約をお願いします。
※同一内容での相談は原則 1回限りです。
※キャンセルされる場合は前日までにご連絡く
ださい。
※紀北町を訴訟相手とする場合、相談内容が訴
訟中で、現在裁判所で審理中の場合、当事者間
に係争がある場合の双方同時の相談は原則とし
て利用できません。
【問い合わせ・申し込み】
本庁住民課　℡46-3117

　行政に対してのご意見や、家庭や学校、地域
社会などでの人権問題についてのご相談をお受
けします。
日時・場所　12 月 7日（水）
午前 10 時～ 11 時 30 分　生涯学習センター
※秘密は厳守します。お気軽にご相談ください。
※状況により日程を変更する場合があります。
【問い合わせ・申し込み】
本庁住民課　℡46-3117

　平日、役場開庁時間内の来庁が難しい方への
対応として、マイナンバーカード申請などの時
間外の事務を実施します。
● 夜間窓口（午後 5時 15 分～ 7時）
12 月   7 日（水）本庁住民課・海山総合支所住民室
12 月 14 日（水）本庁住民課・海山総合支所住民室
12 月 21 日（水）本庁住民課・海山総合支所住民室
● 休日窓口（午前 9時～正午）
12 月 11 日（日）本庁住民課
12 月 25 日（日）海山総合支所住民室
※新型コロナウイルス感染拡大防止のため予約
をお願いします。
※申請時に本人確認書類などが必要です。
【問い合わせ】
本庁住民課　℡46-3117
海山総合支所住民室　℡32-3902

日 程 時 間 場 所
午前10時30分～正午
午後1時～2時

社会福祉会館
1階

生涯学習センター
2階午後2時30分～5時

12月
21日（水）

無料法律相談（予約制）

夜間、休日マイナンバーカード
申請・交付などの窓口（予約制）

行政・人権相談

三
万
円
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1
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通
）

（
直
通
） 　旅するチョウで知られるアサギマダラが紀北

町を訪れました。日本本土から海を越えて南西

諸島や台湾まで移動するチョウで、馬瀬地区の

畑には多くのアサギマダラが飛来し、植えられ

たフジバカマの花の蜜を吸っていました。

ここな

令和 3年12 月 1日生まれ

　「にじいろスマイル」のコーナーに掲載希望の方は、誕生月の前月の10日ま
でに本庁企画課広報係または、海山総合支所総務室までお申し込みください。
　右の QR コードからも申し込みできます。

＜相賀＞大輔・梨沙さん

髙橋　心渚ちゃん
お兄ちゃんが大好きなここなちゃん♥
元気にすくすく育ってね♥

きいち

＜相賀＞巧さん

浅井　基壱くん
1歳おめでとう！いっぱいあそんで楽し
い毎日を送ろうね！きいち大好き♡

令和 3年12 月 3日生まれ

ゆい

令和 3年12 月 13 日生まれ

＜上里＞優太・美沙さん

竹田　有似ちゃん
いたずら大好きゆいちゃん！お姉ちゃん
たちと仲良く元気に大きくなってね♡

ゆきと

＜東長島＞京祐・瑛莉さん

西村　有希都くん
ゆきとくん 1歳のお誕生日おめでとう♡
元気いっぱい大きくなってね！

令和 3年12 月 24 日生まれ
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